
 

 

 

 

京都大学（南部）医薬系総合研究棟施設整備事業 

入札説明書等に関する質問回答（第１回目）等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年 ６月２３日 

国 立 大 学 法 人  京 都 大 学 
 

 

＜ 総 括 ＞ 

書  類 質問件数 書  類 質問件数

① 入 札 説 明 書  ２３ ⑥ 基 本 協 定 書 (案 )    １ 

② 様 式 集 ２５ ⑦ 事 業 契 約 書 (案 )   ３０ 

③ 要 求 水 準 書 本 文  ３６ ⑧ 実 施 設 計 図 書 １１５ 

④ 要求水準書別表･資料 ３９ ⑨ そ の 他   ２ 

⑤ 落 札 者 決 定 基 準   ０   

  合         計 ２７１ 

 

１ 本質問回答は、平成２６年６月９日（月）から６月１１日（水）に受け付けた京都大学（南

部）医薬系総合研究棟施設整備事業の入札説明書等に関する質問を入札説明書等の項目順に

整理し、その回答を記載したものです。 
２ 質問の内容は、質問者の記載どおりとしています。ただし、質問項目及び記載位置について

は、大学で整理していますので注意してください。 
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入札説明書等に関する質問回答（第１回目） 

 
① 入札説明書に関する質問回答 

 

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

1 事業期間 4 1 6 3    事業期間のうち、施設整備業

務は約１年９か月間とござい

ますが、本事業では開業準備

期間の想定はあるでしょう

か。ないとすれば、施設引き

渡し後において引っ越し等を

行うとの理解でよろしいでし

ょうか。 

原則として、ご理解のとおり

ですが、要求水準書Ｐ７の⑥

において「本事業とは別途に

大学が発注する移転業務（す

べての移転業務のうち、重量

物、大容積物、設備との接続

及び調整が必要なものを中心

とする。）は、原則として、本

施設の引渡し予定日（平成２

８年９月３０日）までの９月

１日から９月３０日にかけて

行うので、選定事業者は、大

学との打合せや協議に対応

し、当該業務の円滑な実施に

協力（工程調整を含む。）しな

ければならない。」としている

ことに留意してください。 

なお、要求水準書（案）に関

する質問回答（平成２６年２

月１０日）の番号１８から２

０への回答についても、その

考え方を参照してください。

2 階数 6 1 6 4 2 ③  「階数は、大学の設計どおり

とする。」とございますが、「地

上５階、地下２階」を「地上

６階、地下１階」にする等、

階数構成を変更するＶＥ提案

は不可との理解でよろしいで

しょうか。また、建築面積を

増やして階数を減らすような

ＶＥ提案も不可との理解でよ

ろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

3 付帯事業を行

う場所 

7 1 6 4 3 ③ ｱ 「その他の共用部分」とは各

実験室・研究室、「交流スペー

ス（アウトリーチエリア）」「リ

フレッシュスペース（各階）」

以外の部分（各階廊下等）と

考えてよろしいでしょうか。

原則として、ご理解のとおり

ですが、具体的には、付帯事

業提案に関する一連の手続に

おいて明確にするものとしま

す。 

4 競争参加資格

等 

9 1 8 1 2   ＰＦＩ事業者の下請業者が国

土交通省から営業停止処分の

予定がある場合、下請業者と

しての施工は可能でしょう

か。 

本事業における入札手続の諸

要件を満たすとともに、当該

処分の期間が、下請契約の締

結の日以降に及ばなければ可

能です。 

5 入札参加者及

び協力会社の

資格等要件 

12 1 8 1 3 ① ｵ a 設計に当たる者の参加要件と

して、専任配置する管理技術

者及び主任担当技術者の設計

ご理解のとおりです。 



 2

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

実績の建物用途が「公共施設」

とございます。「公共施設」に

は学校法人の大学施設も含ま

れるとの理解でよろしいでし

ょうか。 

6 入札参加者及

び協力会社の

資格等要件 

13 1 8 1 3 ② ｳ b 建設に当たる者の参加要件と

して要求されている建物規模

について、複合構造で鉄骨鉄

筋コンクリート造の部分が述

べ面積５，０００㎡以上であ

れば、実績として要件を満た

しているとの理解でよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。 

7 入札保証金 24 1 15 1    「ただし、落札者が基本協定

を締結しないとき、又は、選

定事業者が事業契約を締結し

ないときは、違約金として、

落札した金額の１００分の５

に相当する額を大学に支払わ

なければならない」とござい

ますが、基本協定もしくは事

業契約が締結できない理由が

選定事業者にない場合には違

約金の負担は生じないとの理

解でよろしいでしょうか。 

原則として、ご理解のとおり

ですが、「落札者」、「選定事業

者」としていることに留意し

てください。 

8 保険 29 1 24     維持管理期間中に付保する保

険については、事業者の提案

によるもので、大学側からの

指定・条件はないとの理解で

よろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

9 保険 29 1 24 1 2 ③  保険期間の終期が「工事完成

の予定日」と記載されており

ますが、この意味は事業契約

書（案）の定義に定める「引

渡日」という理解でよろしい

ですか。念のため確認します。

ご理解のとおりです。事業契

約書（案）第１条第１項（１

９）、第１８条第１項を参照し

てください。 

10 保険 29 1 24 1 3 ②  保険期間の終期が「工事完成

の予定日」と記載されており

ますが、この意味は事業契約

書（案）の定義に定める「引

渡日」という理解でよろしい

ですか。念のため確認します。

番号９への回答を参照してく

ださい。 

11 保険 30 1 24 1    建設工事に必須となる保険の

記載はございますが、維持管

理期間中の保険については、

付保する、付保しないを含め

て事業者の判断に任せるとの

理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。 

12 入札金額が予

定価格を超え

34 2 5 4    入札者全員の入札金額が大学

が設定する予定価格を超える

入札者全員の入札金額が、大

学が設定する予定価格を超え
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

る場合の措置 場合、 低価格で入札した事

業者と法令に従って協議をす

る場合もあると考えてよろし

いでしょうか。 

た場合は、原則として、入札

条件を再検討した上で、再公

告する予定です。 

13 サービス購入

費の支払い方

法 

38 添 2 1 1   維持管理費相当の「カその他

の費用」については、「上記ア

～エ以外」ではなく、「上記ア

～オ以外」ではないでしょう

か。 

ご理解のとおりです。施設費

相当の「クその他の費用 その

他上記アからク以外…」を「ク

その他の費用 その他上記ア

からキ以外…」に、維持管理

費相当の「カその他の費用 

その他上記アからエ以外…」

を「カその他の費用 その他上

記アからオ以外…」に、それ

ぞれ修正します。 

14 サービス購入

費の構成 

38 添 2 1 1   施設整備期間に必要となるＳ

ＰＣ開業費、ＳＰＣ運営費、

融資組成費、保険料等につい

ては、「施設整備費相当－施設

費相当（施設整備業務）－ク

その他の費用」に計上すると

の理解でよろしいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

15 サービス購入

費の構成 

38 添 2 1 1   維持管理期間に必要となるＳ

ＰＣ運営費、保険料、ＳＰＣ

利益等については、「維持管理

費相当－カその他の費用」に

計上するとの理解でよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。 

16 サービス購入

費変更 

41 添 2 3 1   施設費を変更した場合にかか

る金融関連費用・弁護士費用

等は大学にご負担していただ

けるとの理解でよろしいでし

ょうか。 

ご理解のとおりです。ただし、

大学が負担する当該費用につ

いては、合理的な範囲に限ら

れることに留意してくださ

い。 

17 施設費相当の

変更について 

41 添 2 3 1 ①  施設費相当の変更の請求が、

事業契約締結の日から１２か

月を経過しないと行えないと

なっていますが、昨今の建設

物価上昇の傾向を踏まえ、施

設費相当の変更の請求を事業

契約締結の日から６ヶ月程度

で行えるように検討していた

だけないでしょうか。 

①は、いわゆる「スライド条

項」であり、ご質問の事項は、

⑤いわゆる「単品スライド条

項」、⑥いわゆる「インフレ条

項」で取り扱うこととなりま

す。 

18 施設費相当の

変更について 

41 添 2 3 1 ①  「日本国内における賃金水準

又は物価水準の変動により施

設費相当が不適当となったと

認めたとき」に施設費相当の

変更を請求できるとございま

すが、具体的にどのような状

況になった場合（物価指数等）

に施設費相当が不適当と認め

②において規定されているよ

うに、差額（≒変動）が変動

前残工事代金額の１０００分

の１５を超える状況を想定し

ています。 

なお、③の「物価指数等」は、

政府の各種統計、日本銀行等

の公表する価格指数、その他
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

られるのかご教示ください。 社会的に相当程度信頼されて

いる資料等を想定していま

す。 

19 施設費相当の

変更について 

41 添 2 3 1 ⑤  「主要な工事材料の日本国内

における価格に著しい変動を

生じ」とございますが、著し

い変動とは具体的にどの程度

の変動を想定されているので

しょうか。 

⑤を適用するためには、特別

な要因により本施設の完成・

引渡しの日までに主要な工事

材料の日本国内における価格

に著しい変動を生じ、施設費

相当が不適当となることが必

要です。ここでの「特別な要

因」とは、具体の事情を見き

わめて判断されるもので一概

に定義することはできません

が、石油価格の引上げのよう

な輸入価格の変動等であっ

て、建設資材の価格に著しい

影響を与え、又は与えるおそ

れのある原因はこれに該当す

ると認識しています。いずれ

にしても、そのような原因は

おおかたの発注者及び請負者

が共通の認識をもって、その

影響の重要性を客観的に認め

るようなものである場合が通

常であると認識しています。

20 実施設計図書

の変更設計 

45 添 5     実施設計図書の変更設計によ

り計画通知の変更手続きが必

要になる場合の変更設計者の

名義は京都大学と事業者の連

名になるのか、あるいは事業

者単独となるのかご教示願い

ます。 

特定行政庁との協議にもより

ますが、現段階では、事業者

単独を想定しています。 

21 ＶＥ提案要領 46 添 8     「入札書等及び提案書に反映

されたＶＥ提案が選定事業者

の責めに帰すことのできない

事由により工事着工前又は工

事中に実施不可能となった場

合は、大学及び選定事業者は

建設工期及び工事内容等につ

いて協議する。この場合、本

件工事費の増額及び本施設の

引渡日を変更することはでき

ないものとする。」とございま

すが、実施方針に関する一般

質問回答等のＮｏ．１３８で

は、「原則として工事費の増額

及び引渡し日の変更は避けた

いという趣旨であり、一方的

に選定事業者に不合理な負担

を強いるものではない」との

回答をいただいております

ご理解のとおりです。なお、

事業契約書（案）第１１条第

１０項の解釈においても同様

とします。 
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

が、趣旨の変更はないとの理

解でよろしいでしょうか。 

22 付帯事業 47 添 3 1 1 ①  「付帯事業の施設整備業務」

とは、選定事業者の提案によ

り大学が示す施設整備業務の

標準仕様の範囲を超えて整備

する内容（模様替え・厨房設

備の設置等）との理解でよろ

しいでしょうか。 

入札説明書Ｐ４８から４９の

「(1)大学から本施設の長期

貸付を受ける付帯事業」の「付

帯事業の施設整備業務」にお

いて、詳細かつ具体的に規定

していますので、そちらを参

照してください。 

23 付帯事業 48 添 5      アウトリーチエリアに置く家

具（椅子・テーブル・ソファ

ー等）は大学で別途用意され

ると理解していますが、提案

する付帯事業の内容により事

業者から提案することは可能

でしょうか。 

事業者が、（付帯事業提案にお

いて）提案することを妨げる

ものではありませんが、大学

が、当該提案に基づいて家具

等を整備することを約束する

ことはできません。具体的に

は、付帯事業提案に関する一

連の手続において協議するも

のとします。 

 

② 様式集に関する質問回答 
 

番号 質問項目 頁 様式 章 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

24 提出書類の作

成方法につい

て 

3  2 4    各様式において、提案内容を

補完する資料の添付を行うこ

とは、可能でしょうか。 

様式集で、資料等の添付を求

めている、あるいは、認めて

いる場合を除いて、資料等の

添付は不可とします。 

25 提出書類の作

成方法につい

て 

3  2 4 2   図表・イラスト等を採用して

もよいとございますが、その

中で使用する文字の大きさは

１０ポイント以下でも構わな

いとの理解でよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりですが、読み

やすさに配慮してください。

26 提出書類の作

成方法につい

て 

3  2 4 6   各様式の欄外にある◆脚柱部

分は削除して提出してもよろ

しいでしょうか。ご教示くだ

さい。 

脚柱部分の作成要領（◆注意

書等）は、削除しても問題あ

りません。 

27 提案書の提出

書類について 

5  2 5 7 1  「正本（製本１部）」とござい

ますが、入札直前の差し替え

等にも対応できるよう「正本

（バインダー綴じ）」としてい

ただけないでしょうか。 

原案のとおりとします。ただ

し、「正本（製本１部）」の提

出は、提出後の原本管理が目

的であり、例えば、バインダ

ー綴じする直前に、内容物一

式をホチキス等で締結するこ

とでよいものとします。 

28 提案書の提出

書類について 

5  2 5 7 3  「ＥＸＣＥＬデータは、計算

式等を含むものとしてくださ

い。」とございますが、これは、

＜様式３９＞長期事業収支計

画表（損益計算書）、＜様式４

０＞長期事業収支計画表（資

ご理解のとおりです。＜様式

３９～４０＞に記載されてい

る数値の根拠（例えば、半期

ごとの金利計算等）が、ある

程度、トレースできるものを

想定しており、可能な範囲で、
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番号 質問項目 頁 様式 章 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

金収支計算書等）を作成する

に当たり、提案者にて作成し

たキャッシュフロー表を含め

て、提出することを意図して

いるとの理解でよろしいでし

ょうか。 

当該様式と同一ＢＯＯＫに別

ＳＨＥＥＴで添付（データを

＜様式３９～４０＞とリンク

させる。）することを想定して

います。なお、当該別ＳＨＥ

ＥＴは、プリントアウトして

提案書（説明書）に組み込む

必要はありません。 

29 設計に当たる

者の資格要件

に関する書類 

18 8     入札参加グループの代表企業

が設計業務を担う場合には、

入札参加グループの構成員に

○を付ければよろしいでしょ

うか、ご教示ください。 

ご理解のとおりです。 

30 建設に当たる

者の資格要件

に関する書類 

20 9     入札参加グループの代表企業

が建設業務を担う場合には、

入札参加グループの構成員に

○を付ければよろしいでしょ

うか、ご教示ください。 

ご理解のとおりです。 

31 工事監理に当

たる者の資格

要件に関する

書類 

23 10     入札参加グループの代表企業

が工事監理業務を担う場合に

は、入札参加グループの構成

員に○を付ければよろしいで

しょうか、ご教示ください。

ご理解のとおりです。ただし、

入札説明書Ｐ１１の3)におい

て「ただし、建設に当たる者

と工事監理に当たる者につい

ては、これを兼務することは

できないものとする。」として

いることに留意してくださ

い。 

32 維持管理に当

たる者の資格

要件に関する

書類 

25 11     入札参加グループの代表企業

が維持管理業務を担う場合に

は、入札参加グループの構成

員に○を付ければよろしいで

しょうか、ご教示ください。

ご理解のとおりです。 

33 入札参加企業

又は入札参加

グループの構

成員並びに協

力会社の納税

に関する書類 

26 12     入札参加グループの代表企業

を記載する場合には、入札参

加グループの構成員に○を付

ければよろしいでしょうか、

ご教示ください。 

ご理解のとおりです。 

34 ＶＥ提案書受

付日時 

29 14     ＶＥ提案書の受付日時は「平

成２６年７月３日（木）から

７月７日（月）１７時までの

間」が正との理解でよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。「平成２

６年７月３日（木）から７月

４日（金）…」を「平成２６

年７月３日（木）から７月７

日（月）…」に修正します。

35 ＶＥ提案個票

のＶＥ提案の

効果欄 

32 16     初期建設費が同額もしくは増

加する場合であっても、ラン

ニングコストでの縮減効果の

方が大きな額になるという提

案もＶＥ提案として認められ

るとの理解でよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。ＶＥ提

案には様々な組合せが想定で

きますが、要求水準書Ｐ４４

の「３ ＶＥ提案の範囲」を満

たすのであれば、①品質等（中

長期の維持管理費等の削減を

含む）↑・コスト（入札金額）

↑、②品質等↑・コスト→、
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番号 質問項目 頁 様式 章 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

③品質等↑・コスト↓、④品

質等→・コスト↑、⑤品質等

→・コスト→、⑥品質等→・

コスト↓等のいずれであって

もよいものとします。ちなみ

に、ご質問のケースは、上記

の①、②に相当します。 

（凡例／↑：アップ、→：ア

ップダウンなし／↓：ダウン）

36 ＶＥ提案個票

のＶＥ提案の

効果欄 

32 16     コスト縮減効果欄に初期建設

費、修繕更新費、維持管理費、

光熱水費、その他経費と記載

がございますが、これは提案

するＶＥ提案がコストを縮減

する費用についてのみ記載す

ればよいとの理解でよろしい

でしょうか。 

当該ＶＥ提案により、項目毎

に概略の「コスト増・減額」

と、それらを合計したところ

の「コスト増・減額結果」を

記載してください。なお、維

持管理費等については、期間

（年間・１０年間・３０年間

等）を明確にするなど、可能

な限り具体的に記載してくだ

さい。 

37 ＶＥ提案個票

のＶＥ提案の

効果欄 

32 16     合計欄がございますが、ラン

ニングコストである修繕更新

費等については、何年間の縮

減効果を記載すればよいのか

ご教示ください。 

提案者の判断によるものとし

ますが、大学が当該ＶＥ提案

の採・否を決めるための資料

の一部であることに配慮して

ください。なお、番号３６へ

の回答も参照してください。

38 付帯事業提案

書受付日時 

33 17     付帯事業提案書の受付日時は

「平成２６年７月３日（木）

から７月７日（月）１７時ま

での間」が正との理解でよろ

しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。「平成２

６年７月３日（木）から７月

４日（金）…」を「平成２６

年７月３日（木）から７月７

日（月）…」に修正します。

39 ｂ実施体制等 51 32     入札参加企業、入札参加グル

ープの構成員、協力企業のほ

か、アドバイザー・金融機関・

会計監査法人等の名称も記載

してよいとの理解でよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。ただし、

提案審査においては、当該名

称部分をＭＡＳＫ（墨塗り）

して行います。 

40 ｂ実施体制等 51 32     「統括責任者及び各業務責任

者については氏名を明らかに

して記載」とのことですが、

人事異動等も想定されますの

で、あくまで配置予定者との

理解でよろしいでしょうか。

入札説明書Ｐ１２のＬ（行）

７のただし書きの趣旨を準用

し、複数名の候補者について

の記載であってもよいものと

します。 

41 長期事業収支

計画表（損益計

算書） 

59 39     本様式には、付帯事業の収支

について反映させる必要はな

いとの理解でよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。付帯事

業の収支がその他の収支に悪

い影響を与えないことを前提

条件とし、長期事業収支計画

表（損益計算書）には、付帯

事業の収支を反映させないも

のとしてください。 

42 長期事業収支 59 39     本事業は、平成４１年３月３ ご理解のとおりです。なお、



 8

番号 質問項目 頁 様式 章 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

計画表（損益計

算書） 

１日（平成４０年度末）に終

了しますが、長期事業収支計

画書（損益計算書）は、平成

４１年度まであります。平成

４１年度については、提案者

の必要に応じて利用するとの

理解でよろしいでしょうか。

様式集Ｐ６４～６５におい

て、「「損益計算書」には、予

算ベースや対象年度（年月）

に応じて記載（発生ベース）

してください。」、「「資金収支

計算書等」には、実際の受取

や支払の年度（年月）に応じ

て記載（現計（現金）ベース）

してください。」としているこ

とに留意してください。 

43 長期事業収支

計画表（資本収

益計算書等） 

60 40     本事業は、平成４１年３月３

１日（平成４０年度末）に終

了しますが、長期事業収支計

画書（資金収支計算書等）は、

平成４１年度まであります。

平成４１年度については、提

案者の必要に応じて利用する

との理解でよろしいでしょう

か。 

番号４２への回答を参照して

ください。 

44 ク その他の費

用 

61 41     ＜様式４１＞の「施設費相当」

の「クその他の費用」がござ

いますが、この欄に施設整備

期間中のＳＰＣ関連費用を記

載するとの理解でよろしいで

しょうか。 

ご理解のとおりです。入札説

明書Ｐ３８の＜サービス購入

費の構成＞と対応させていま

す。 

45 入札金額内訳

書（維持管理

費） 

63 43     費目の「諸経費」「その他」に

計上すべき費用項目について

ご教示ください。（例えば、「清

掃業務費用」であれば諸経費

は清掃員の制服代で、その他

は清掃資器材費等） 

入札参加者の判断によるもの

としますが、積算根拠欄に基

本的な考え方を簡潔に記載し

てください。 

46 カ その他の費

用 

63 43     維持管理費相当の内訳書・全

体の中に、「カその他の費用」

の欄がございますが、この中

に維持管理期間中のＳＰＣ関

連費用やＳＰＣ利益・税金等

を記載するとの理解でよろし

いでしょうか。 

ご理解のとおりです。入札説

明書Ｐ３８の＜サービス購入

費の構成＞と対応させていま

す。 

47 事業計画に関

する提案書の

作成にあたっ

ての注意事項 

65 40     ＬＬＣＲ算出には劣後ローン

は加味しないでよろしいでし

ょうか。 

入札参加者の判断によるもの

としますが、金融機関との（優

先）貸付条件やその他資金提

供者との（劣後）貸付条件等

を満たしている必要がありま

す。 

48 事業計画に関

する提案書の

作成にあたっ

ての注意事項 

65 40     「※現在価値換算の割引率は

優先借入の加重平均としてく

ださい」とのことですが、優

先ローンの借入先が１社の場

合、その金利でよろしいでし

ょうか、 

ご理解のとおりです。 
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③ 要求水準書本文に関する質問回答 
 

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① - - 質 問 回 答 

49 遵守すべき法

規制等 

3 1 3 1    ５月３０日の説明会にて、本

施設はビル管理衛生法に定め

られている項目は実施しない

との説明がございましたが、

理由をご教示ください。 

監督官庁との協議の結果、本

施設は、いわゆる「ビル管法」

の特定建築物としての適用を

受けないことになりました。

したがって、当該法定検査等

を実施する必要はなくなりま

すが、要求水準書Ｐ９の１に

おいて「選定事業者は、本施

設の引渡し後事業期間終了ま

での間、本要求水準書に従い、

施設及び建築設備等の初期の

機能及び性能等を常に発揮で

きる 適な状態に保ち、施設

の利用者が安全かつ快適に利

用できるような品質、水準等

を保持することを目的とす

る。」としていること、及び、

一般事項や各業務の要求事項

等に基づき、当該法定点検等

に準じた検査等を、必要に応

じて、適宜、実施することを

妨げるものではありません。

50 遵守すべき法

規制等 

3 1 3 1    遵守する法規制等として要求

水準書（案）には「建築物の

衛生的環境の確保に関する法

律」が記載されておりました

が、要求水準書には記載があ

りません。建物用途が学校で

あれば延床面積が８，０００

㎡以上で法律に該当すると思

われますが、本施設は法律の

対象外となるのでしょうか。

番号４９への回答を参照して

ください。 

51 建設業務 6 2 1 1 5 ①  「隣接する物件」とございま

すが、「近接する建物」との違

いについてご教示ください。

明確な違いを想定しているわ

けではありませんが、しいて

いうならば、既存環境の保護

の対象である「隣接する物件」

とは、本施設の工事において

隣に接している物件（地中埋

設管、建物の部分を含む工作

物等）を、環境対策の対象で
ある「近接する建物」とは、

本施設の工事において近くに

接している建物をいいます。

いずれにしても、当該項目の

趣旨等を十分に理解し、建設

業務及び工事監理業務を履行

するものとします。 

52 引渡しに必要 8 2 1 2 1 ④  本事業において事業者が不動 事業者と建設企業における工
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① - - 質 問 回 答 

な手続等 産取得税を負担することはな

いと考えてよろしいでしょう

か。 

事請負契約に必要となる条項

を追加するとともに、一定の

条件を満たすことにより、不

動産取得税は非課税になるも

のと認識しています。ただし、

大学は、課税する者、あるい

は、課税を受ける者ではあり

ませんので、入札参加者にお

いて確認をお願いします。 

なお、要求水準書（案）に関

する質問回答（平成２６年２

月１０日）の番号１９への回

答についても、その考え方を

参照してください。 

53 維持管理業務 9 3 2     維持管理業務の総括責任者・

業務責任者・業務担当者の執

務スペースとして１階共通管

理室の一部を無償で使用でき

るとの理解でよろしいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。なお、

要求水準書（案）に関する質

問回答（平成２６年２月１０

日）の番号３４への回答につ

いても、その考え方を参照し

てください。 

54 維持管理業務 9 3 2     維持管理業務で使用する資材

等の置場所として、建物内の

倉庫等を無償で使用できると

の理解でよろしいでしょう

か。 

番号５３への回答を参照して

ください。 

55 維持管理業務

に関する要求

水準 

9 3 2 2 11   「学生等による故意の破損、

落書き等について・・・協議

の上、修繕等を実施する」と

ございますが、この場合は大

学にて当該修繕費をご負担い

ただけるとの理解でよろしい

でしょうか。 

ご理解のとおりです。なお、

協議には、当該修繕の内容と

ともに、必要となる費用につ

いても含めるものとします。

56 維持管理業務 10 3 2 6    「法令等により資格を必要と

する業務の場合には、各有資

格者を選任する」とございま

すが、具体的に必要となる業

務ならびに資格についてご教

示ください。 

本施設の維持管理業務におい

て、通常必要となる資格（例

えば、建築基準法に基づく各

種検査、消防法に基づく各種

点検等々において必要となる

資格）以外に、特別な資格が

必要となる業務はないものと

認識しています。 

57 （６）法令等の

遵守 

10 3 2 6   「文教施設保全業務標準仕様

書」について、参考資料とし

てご開示いただけませんでし

ょうか。 

文部科学省の下記ＨＰよりダ

ウンロード下さい。 

http://www.mext.go.jp/comp

onent/a_menu/education/det

ail/__icsFiles/afieldfile/

2014/03/12/1293802_13.pdf 

58 （６）法令等の

遵守 

10 3 2 6   本施設は、「建築物の衛生的環

境の確保に関する法律」に該

当するという理解で宜しいで

しょうか。また、該当する場

番号４９への回答を参照して

ください。 
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① - - 質 問 回 答 

合、法定上必要となる建築物

環境衛生管理技術者の選任は

大学側で実施いただけるとの

理解で宜しいでしょうか。 

59 （８）その他留

意事項 

10 3 2 8 2  消耗品等について大学から支

給とありますが、現物支給と

の理解で宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。 

60 維持管理業務 11 3 2 8 9 ①  総括責任者と業務責任者の兼

任、各維持管理業務間での業

務責任者の兼任は、それぞれ

可能であるとの理解でよろし

いでしょうか。 

ご理解のとおりです。総括責

任者と業務責任者の兼任、各

維持管理業務間での業務責任

者の兼任は、それぞれ可能で

す。 

61 維持管理業務 11 3 2 8 9 ②  業務担当者は、当該維持管理

業務の業務責任者を兼任する

ことは可能であるとの理解で

よろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。維持管

理業務の業務責任者と当該維

持管理業務の業務担当者の兼

任は可能です。 

62 建物保守管理

業務の業務内

容 

12 3 3 1    平成２６年２月１０日公表の

要求水準書（案）に関する質

問回答ＮＯ６３及び６４にお

いて、「本事業における「空気

環境測定・水質検査」、「害虫

駆除」は「建物保守管理業務」

に含めるものとし、当該箇所

を修正します。」と記載があり

ましたが、建物保守管理業務

の要求水準には「空気環境測

定・水質検査」、「害虫駆除」

の項目の記載がありません。

「空気環境測定・水質検査」、

「害虫駆除」については本事

業の対象外となるのでしょう

か。 

番号４９への回答を参照して

ください。 

63 建築設備保守

管理業務 

13 3 4 2 1  業務内容によっては、放射線

等区域に立ち入る可能性があ

りますが、線量計等労働安全

衛生法上の管理が必要となる

場合は、発注者から必要備品

等貸与いただけると考えても

よろしいでしょうか。 

線量計の携帯等、労働安全衛

生法上の管理が必要となるよ

うなケースは想定しておりま

せん。 

64 責任範囲が明

確でない場合

の協議 

14 3 4 2 3   当初の想定と異なる建物設備

の使用により修繕が発生した

場合には、大学にて当該修繕

費をご負担いただけるとの理

解でよろしいでしょうか。 

当初の想定と異なる建物設備

の使用は、一般的に起きうる

ことであり、その内容や程度

が問題となります。したがっ

て、個別具体的な状況に基づ

いて、大学の責任（使用上責

任等）、事業者の責任（施設整

備業務・維持管理業務上責任

等）、あるいは、責任範囲が明

確でない場合に該当するかど

うかを含めて、大学と事業者
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① - - 質 問 回 答 

で協議するものとします。な

お、本施設の事業者の責めに

よらない事故若しくは火災等

による損傷（修繕）について

は、事業契約書（案）第５６

条第３項を適用するものとし

ます。 

65 建築設備保守

管理業務 

14 3 4 3   本施設にかかる受変電設備の

電気主任技術者の選任は大学

側との理解で宜しいでしょう

か。その場合、遵守すべき保

安規程等がありましたら、参

考資料としてご開示いただけ

ませんでしょうか 

ご質問の前段については、ご

理解のとおりです。 

ご質問の後段については、要

求水準書Ｐ４の「22)京都大学

自家用電気工作物保安規程」

を参照してください。 

66 建築設備保守

管理業務 

（③ガス設備） 

14 3 4 3 2 ③  医療ガス設備については設備

機器の点検・保守・修繕が業

務範囲で、ガス残量の確認、

補充（立会い含む）は、大学

側で実施いただけるとの理解

でよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

67 建築設備保守

管理業務 

15 3 4 3    項目に記載のない研究室及び

実験室で使用される特殊設備

（緊急用シャワー、ドラフト

チャンバー、実験排水関連設

備等は除く）については維持

管理対象外との理解でよろし

いでしょうか。特殊な設備が

ある場合、設備項目・内容に

ついてご教示ください。 

本事業の施設整備業務で設置

された各種設備等（付帯設備

を含む、以下同じ。）は、特段

の記載がない限り、全て本事

業の建築設備保守管理業務の

対象となります。当該各種設

備等については、【資料１ 実

施設計図書】で確認してくだ

さい。したがって、【資料１ 

実施設計図書】に記載のない

各種設備等については、本事

業の建築設備保守管理業務の

対象となることはありませ

ん。なお、要求水準書の各業

務の「要求水準（項目、内容

等）」は、本事業の建築設備保

守管理業務の対象のうち、主

なものについてのみ記載した

ものです。 

68 建築設備保守

管理業務 

15 3 4 3    設備の保守・点検・修繕の業

務範囲として、手術室におけ

る無影灯、シーリングペンダ

ント、モニター等は業務範囲

に含み、ＭＲＩ室・ＣＴ室に

おける医療機器は業務範囲外

との理解でよろしいでしょう

か。 

番号６７への回答を参照して

ください。 

69 建築設備保守

管理業務（⑩付

帯設備） 

15 3 4 3  ⑩  付帯設備の具体的な設備につ

いてご教示ください。 

番号６７への回答を参照して

ください。 
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① - - 質 問 回 答 

70 主な業務の頻

度等 

16 3 4 3    主な業務の頻度等において、

「防火管理定期点検 年１回

（動物施設内を含む）」とあり

ますが、防火対象物定期点検

と防災管理定期点検のどちら

を実施するのでしょうか。 

「防災管理定期点検」を実施

するものとし、「防火対象物定

期点検」は実施する必要はあ

りません。 

71 主な業務の頻

度等 

16 3 4 3    主な業務の頻度等において、

「防火管理定期点検 年１回

（動物施設内を含む）」とあり

ますが、建物用途が学校であ

れば防火対象物定期点検の対

象外となり、５階建て延床面

積１１，８８８．１０㎡に建

物規模では防災管理定期点検

の対象外となります。法定点

検には該当しませんが、点検

を実施するのでしょうか。 

構内の他の建物も含めた延べ

面積が規定の規模を超えるた

め、「防災管理定期点検」を実

施する必要があります。 

72 外構施設保守

管理業務 

17 3 5 3 1   外構施設保守管理業務の中に

おいて、植栽の管理（草刈り

や剪定、水やり等）は業務範

囲外との認識でよろしいでし

ょうか。 

外構施設保守管理業務には、

植栽の管理（除草、剪定、施

肥、散水、消毒等）を含むも

のとします。 

73 清掃業務 17 3 6     清掃作業員の更衣室及び待機

場所として、１Ｆ共通管理室

等の一部を無償で利用できる

との理解でよろしいでしょう

か。 

番号５３への回答を参照して

ください。 

74 建物清掃 18 3 6 4   ※ 本施設の喫煙場所をご教示く

ださい。 

本施設には「喫煙場所」を設

置しません。 

75 清掃業務 19 3 6 4    共用部【廊下、階段、トイレ、

講義室等】清掃が２回／週と

なっており、例えばトイレや

廊下等は毎日実施が必要と思

慮しますが、大学が想定され

ている作業内容、品質につい

て、ご教示いただけないでし

ょうか。 

当該頻度等は、関連法令等に

よるもの以外（関連法令等に

よる頻度等を超えるものを含

む。）は大学の想定であり、当

該想定にあたっては、該当各

個所を平均的にとらえたもの

です。当該頻度を下回っても

問題のない箇所、当該頻度で

は不足する箇所（要重点清掃

箇所）が含まれて（混在して）

います。したがって、具体的

な頻度等（該当個所毎の頻度

等）については、要求水準書

Ｐ９の目的としているとこ

ろ、及び、一般事項や各業務

の要求事項等に基づくととも

に、事業者の提案によるもの

とします。 

76 清掃業務 19 3 6 4 5   窓ガラス清掃（外面）につい

て、北面・南面・西面はバル

コニーから作業、東面は屋上

ご理解のとおりです。なお、

実施設計図書を確認してくだ

さい。 
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番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① - - 質 問 回 答 

丸環を利用しての作業を可能

とし、仮設の足場、クレーン

車等を利用することなく作業

できるとの理解でよろしいで

しょうか。 

77 清掃業務 20 3 6 8 2 ①  １階ゴミ置き場で集積されて

いるゴミの分別については学

生及び教職員が自ら行うとの

理解でよろしいでしょうか。

学生及び教職員が１階のゴミ

置場まで運搬・集積するゴミ

については、ご理解のとおり、

学生及び教職員が自ら分別
も行います。なお、事業者
が１階のゴミ置場まで運
搬・集積するゴミについて
は、事業者が分別を行って
ください。 

78 警備業務 21 3 7 1 2   薬学部総合研究棟、薬学部本

館についてはカードロック式

扉とし、セキュリティ管理を

行う必要があるのでしょう

か。 

薬学部本館については、ご理

解のとおりです。 

薬学部総合研究棟について

は、要求水準書を変更し、

終退館扉の警備は不要とし、

火災警備及びフラッシュライ

ト設置のみとします。 

79 警備業務 21 3 7 1 2   医薬系総合研究棟においてカ

ードロック式扉の警備を行う

に当たり、事業者で調達しな

ければならないカード枚数を

ご教示ください。また、薬学

部総合研究棟及び薬学部本館

についてもカードロック式扉

を導入する場合、必要なカー

ド枚数をご教示ください。 

ご質問の前段（医薬系総合研

究棟）については、施設使用

者が所持している大学の認証

カード及び学生証により警備

を行うシステムを想定してお

り、予備として２０枚程度を

用意してください。 

ご質問の後段（薬学部本館）

については、各室３枚程度を

用意してください。なお、薬

学部総合研究棟については、

要求水準書を変更し、カード

は不要とします。 

80 警備業務 21 3 7 1 3   エレベーター閉じ込め通報に

基づく警備が求められていま

すが、警備ではエレベーター

を開けることができませんの

で、通報に基づく現場確認、

エレベーター会社への連絡、

エレベーター会社が到着する

までの声かけで宜しいでしょ

うか。 

ご理解のとおりです。 

81 警備業務 21 3 7 3    防火管理者は大学側で選任さ

れるとの理解でよろしいでし

ょうか。その場合、消防計画

書等の消防関連の資料作成に

ついても大学側で行っていた

だけるとの理解でよろしいで

しょうか。 

ご質問の前段については、ご

理解のとおりです。 

ご質問の後段については、大

学が行う消防関連の資料作成

において、事業者には、資料

の提供とともに、資料作成の

支援（協力）をお願いします。



 15

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① - - 質 問 回 答 

82 付帯事業 22 4 2     付帯事業で発生する廃棄物に

ついてもゴミ分別要項（資料

１０）に従い、１Ｆゴミ置場

に集積しておけば、その他の

ゴミと一緒に大学にて処理さ

れるとの理解でよろしいでし

ょうか。 

付帯事業で発生する廃棄物

が、本施設の使用にともない

発生する他の廃棄物の集積・

廃棄に支障をきたさない範囲

であり、かつ、法律を遵守し

た内容であれば、ご理解のと

おりとします。 

83 付帯事業の事

業期間 

23 4 2 5    本体事業（本事業）の事業期

間とございますが、これは施

設整備期間を除く維持管理業

務及び運営業務の全期間との

理解でよろしいでしょうか。

本体事業（本事業）の事業期

間は、事業契約締結の日から
平成４１年３月３１日まで
となります。なお、付帯事
業によるサービス提供期間
は、原則として、平成２８
年１０月１日より平成４１
年３月３１日までとなりま
す。 

84 付帯事業の貸

付料 

23 4 3     貸付料を２１，０００円／

年・㎡と規定していますが、

大学構内の立地条件から考え

ると高いと思われます。①ど

の様な基準から算出されたの

でしょうか、②減額をしてい

ただけないでしょうか。 

ご質問の前段については、学

内の貸付事例に基づいて算出

しています。 

ご質問の後段については、原

案のとおりとします。 

 

④ 要求水準書別表・資料に関する質問回答 
 

番号 質問項目 
表資 

番号 

○○ 

枚目 

上中 

下段 
- - - - - 質 問 回 答 

85 業務内容 ①点

検業務、②③点

検業務 

1 1 上段     ①点検業務【建物・外構】、②、

③点検業務【電気・防災設備】

【機械設備】において、大学

職員の立会が必要な居室につ

いては平日の８：００～１

９：００に実施することが基

本であるという理解でよろし

いでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

86 業務内容 ⑤清

掃業務 

1 4 中段     講義室やセミナー室等共同利

用する居室が清掃範囲に含ま

れていますが、想定される使

用時間帯を開示してくださ

い。 

原則として、大学の授業時間

内（１限８：４５～５限１８：

００）と同じですが、特別な

行事を開催する場合等におい

ては、これに限るものではあ

りません。 

87 高強度せん断

補強筋の適用

範囲 

4 28 中段     高強度せん断補強筋の溶接閉

鎖型が計上されています。適

用範囲は柱帯筋のみと考えて

よろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

88 軽量コンクリ

ート 

4 30 上段     軽量コンクリートＦＣ１８Ｎ

Ｓ１５ ｒ１．８５ 嵩上げコ

ンクリートが計上されていま

すが、図面中に記載がありま

ＭＲＩ室の嵩上げコンクリー

トのみ軽量コンクリートで

す。 
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番号 質問項目 
表資 

番号 

○○ 

枚目 

上中 

下段 
- - - - - 質 問 回 答 

せん。施工範囲をご教示願い

ます。 

89 型枠運搬車両 4 32 下段     型枠運搬費の摘要に「４ｔ車」

と記載がございますが、大型

車の利用も可能との理解でよ

ろしいでしょうか。 

４ｔ車を標準と考えています

が、大型車の利用も検討が可

能です。 

90 人通孔 4 32 中段     地下ピット内人通孔のか所数

がピット詳細図（Ａ３０）と

参考数量内訳書で下記の様に

食い違いが見られます。ピッ

ト詳細図（Ａ３０）が正しい

と考えてよろしいでしょう

か。 

ピット詳細図（Ａ３０）／参

考数量内訳書 

人通孔Ｌ４５０－２か所／無

し 

人通孔Ｌ８００－６４か所／

６４か所 

人通孔Ｌ１２００－９か所／

６４か所 

ピット詳細図（Ａ３０）を正

とします。 

91 打放し面補修 4 33 上段     打放し面補修Ａ種コーン処理

が計上されていますが、図面

中に記載がありません。施工

範囲をご教示願います。 

塗装、撥水剤、素地部分です。

92 笠木 4 35 中段     笠木 塗膜防水 Ｘ－２ Ｗ３

８０（３ｍ）が計上されてい

ますが、図面中に記載があり

ません。施工範囲をご教示願

います。 

２階屋根５、６ 手摺支柱部で

す。 

93 落し口 4 41 上段     落し口 φ６５用 ７．６ｍが

計上されていますが、医ガス

ボンベ庫 軒樋用の落し口と

し、１か所と考えてよろしい

でしょうか。 

お考えのとおりです。 

94 横引き樋 4 41 中段     横引き樋 カラーＶＰφ１０

０ 掴み金物 ２６．１ｍが計

上されていますが、施工範囲

をご教示願います。 

各竪樋から擁壁外までの延べ

長さです。 

95 地中埋設管 4 41 中段     地中埋設管 ＶＰφ１００ １

２．９ｍが計上されています

が、施工範囲をご教示願いま

す。 

上記横引樋から最寄り会所桝

までの延べ長さです。 

96 メカニカルバ

ルコニー 床材 

4 43 中段     メカニカルバルコニー 床材

がグレーチング敷きで計上さ

れていますが、部分詳細図－

９（Ａ８５）ではエキスパン

ドメタルです。部分詳細図－

９（Ａ８５）が正しいと考え

部分詳細図－９（Ａ８５）が

正です。 
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番号 質問項目 
表資 

番号 

○○ 

枚目 

上中 

下段 
- - - - - 質 問 回 答 

てよろしいでしょうか。 

97 屋上 目隠しル

ーバー 

4 44 下段     目隠しアルミルーバーが１０

０ｘ６０ ＠２１０で計上さ

れていますが、部分詳細図－

１０（Ａ８６）では＠２１０

と＠３７５の使い分けがござ

います。部分詳細図－１０（Ａ

８６）が正しいと考えてよろ

しいでしょうか。 

部分詳細図－１０（Ａ８６）

が正です。 

98 アルミルーバ

ー 

4 45 上段     軒先外壁面 アルミルーバー

が横型１１段で計上されてい

ますが、部分詳細図－７（Ａ

８３）では横型６段です。部

分詳細図－７（Ａ８３）が正

しいと考えてよろしいでしょ

うか。 

部分詳細図－７（Ａ８３）が

正です。 

99 タラップ 4 45 中段     ＲＦ屋上塔屋、Ｂ１、２Ｆド

ライエリア・ＲＦ屋上 塔屋の

タラップのＨ寸法が部分詳細

図－１０（Ａ８６）と参考数

量内訳書で下記の様に食い違

いが見られます。部分詳細図

－１０が正しいと考えてよろ

しいでしょうか。 

部分詳細図－１０（Ａ８６）

／参考数量内訳書 

Ｂ１Ｆ Ｙ０通りタラップ－

Ｈ４７００／Ｈ３７００ 

Ｂ２Ｆ Ｙ０通りタラップ－

Ｈ５０５０／Ｈ５３００ 

塔屋階タラップ－Ｈ２７００

／Ｈ２５００ 

塔屋階タラップ背カゴ－Ｈ１

６００／Ｈ８００ 

参考数量内訳書が正です。 

100 タラップ 4 45 中段     参考数量内訳書 金属工事 Ｐ

４５でＢ１、Ｂ２Ｆ ドライエ

リア、ＲＦ屋上 塔屋のステン

レスタラップの表面仕上がＨ

Ｌで計上されていますが、特

記仕様書（３）（特３号）では

ステンレス研磨無しです。特

記仕様書（３）（特３号）が正

しいと考えてよろしいでしょ

うか。 

特記仕様書（３）（特３号）が

正です。 

101 屋上 丸環 4 46 上段     部分詳細図－７（Ａ８３）で

屋上丸環の記載がございます

が、径は参考数量内訳書より

φ２２と考えてよろしいでし

ょうか。 

屋上丸環の径はφ２２です。

102 折上天井見切 4 49 下段     ２Ｆリフレッシュ折上天井見 Ａ８０図 Ａ断面、Ｃ断面を参
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番号 質問項目 
表資 

番号 

○○ 

枚目 

上中 

下段 
- - - - - 質 問 回 答 

縁 切縁延Ｗ１００ １．９ｍ、延

Ｗ１９５ ６．９ｍが計上され

ていますが、図面中に記載が

ありません。施工範囲をご教

示願います。 

照してください。 

103 ＡＣＷブライ

ンドボックス 

4 49 上段     ＡＣＷ ブラインドボックス

延Ｗ９３０ ２．５ｍが計上さ

れていますが、図面中に記載

がありません。施工範囲をご

教示願います。 

４階リフレッシュコーナーで

す。 

104 スクリーンボ

ックス 

4 49 中段     スクリーンボックス（アルミ

Ｗ１４００ １か所）が計上

されていますが、図面中に記

載がありません。設置場所を

ご教示願います。 

１階 教務掛です。 

105 サイン下地幕

板 

4 50 

51 

下段 

上段 

    １Ｆホールサイン下地幕板の

Ｗ寸法が１階平面詳細図－

２・４（Ａ４０・４２）と参

考数量内訳書で下記の様に食

い違いが見られます。１階平

面詳細図－２・４（Ａ４０・

４２）が正しいと考えてよろ

しいでしょうか。 

１階平面詳細図－２・４（Ａ

４０・４２）／参考数量内訳

書 

１Ｆホール サイン下地幕板

－Ｗ３２０５／Ｗ３１５０ 

１Ｆホール サイン下地幕板

－Ｗ１６１０／Ｗ１６１０ 

１Ｆホール サイン下地幕板

－Ｗ８３７０／Ｗ８３５０ 

１Ｆホール サイン下地幕板

－Ｗ２３５０／Ｗ２３００ 

１階平面詳細図－２・４（Ａ

４０・４２）が正です。 

106 壁付手摺下地

補強 

4 54 下段     壁付手摺下地補強の記載がご

ざいますが、図面中仕様が不

明です。参考数量内訳書 金属

工事でスチールＴ１．０ Ｈ２

００と記載がある為、壁付手

摺下地補強は全てスチールＴ

１．０ Ｈ２００と考えてよろ

しいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

107 床防水モルタ

ル塗 

4 59 中段     床防水モルタル塗 １７．３ｍ

２が計上されていますが、図

面中に記載がございません。

施工範囲をご教示願います。

屋上ＥＰＳ内です。 

108 立上り防水モ

ルタル塗 

4 59 中段     立上り防水モルタル塗 ４ｍ

２が計上されていますが、図

面中に記載がございません。

施工範囲をご教示願います。

屋上ＥＰＳ内です。 



 19

番号 質問項目 
表資 

番号 

○○ 

枚目 

上中 

下段 
- - - - - 質 問 回 答 

109 アルミニウム

製建具性能 

4 60 上段     アルミニウム製建具の性能が

耐風圧性：Ｓ－４・気密性：

Ａ－４・水密性：Ｗ－５で計

上されていますが、特記仕様

書（３）（特３号）より、耐風

圧性：Ｓ－４・気密性：Ａ－

３・水密性：Ｗ－４と考えて

よろしいでしょうか。 

各メーカー仕様に合わせてく

ださい。 低基準が特記仕様

書（３）（特３号）のとおりで

す。 

110 枠立上りＨ３

００部ステン

レス枠 

4 69 

～ 

75 

    下記建具に枠立上りＨ３００

部ステンレス枠が計上されて

いませんが、建具表－１（Ａ

６９）の一般共通事項より、

外部建具の為、ステンレス枠

が必要と考えてよろしいでし

ょうか。 

ＳＤ－０４～ＳＤ－１１・Ｓ

Ｄ－１４・ＳＤ－４５・ＳＤ

－５３・ＳＤ－５６ 

ＳＤ－１（医ガスボンベ庫）

お考えのとおりです。 

111 内外区分 4 70 下段     上記正の場合、参考数量書Ｐ

７０でＳＤ－１６がステンレ

ス枠無し １か所及びステン

レス枠有り ５か所の２種類

計上されていますが、全て外

部建具の為、使い分けは無し

とし、ＳＤ－１６は全てステ

ンレス枠有りと考えてよろし

いでしょうか。 

お考えのとおりです。 

112 枠立上りＨ３

００部ステン

レス枠 

4 70 

72 

上段 

中段 

    又、参考数量書Ｐ７０・７２

でＳＤ－１６（外部）及びＳ

Ｄ－３０（外部）のステンレ

ス枠のＨ寸法がＨ２１５で計

上されていますが、建具表－

１（Ａ６９）の一般共通事項

よりＨ３００と考えてよろし

いでしょうか。 

お考えのとおりです。 

113 扉表面仕上 4 80 

～

82 

    下記建具に扉：焼付塗装が計

上されていませんが、建具表

－６・７（Ａ７４・７５）よ

り、全て扉：焼付塗装が必要

と考えてよろしいでしょう

か。 

ＬＳＤ－３９・４８・４９・

５２’・５８・５９・７０ 

お考えのとおりです。 

114 ランマ付建具 4 80 

81 

中段 

中段 

    下記建具の名称欄にランマ付

が計上されていませんが、建

具表－７（Ａ７５）より全て

ランマ付と考えてよろしいで

しょうか。 

ＬＳＤ－４３・５２・５４ 

お考えのとおりです。 
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番号 質問項目 
表資 

番号 

○○ 

枚目 

上中 

下段 
- - - - - 質 問 回 答 

115 合成樹脂調合

ペイント塗 

4 92 上段     合成樹脂調合ペイント塗 Ｓ

ＯＰ木部 ４．６ｍ２が計上さ

れていますが、図面中に記載

がありません。施工範囲をご

教示願います。 

シールド工事部の木製額縁で

す。 

116 合成樹脂調合

ペイント塗 

4 92 中段     天井合成樹脂調合ペイント塗

ＥＰ ケイカル板面 ４．４ｍ

２が計上されていますが、図

面中に記載がありません。施

工範囲をご教示願います。 

図面が正です。天井合成樹脂

調合ペイント塗 ＥＰ ケイカ

ル板面 ４．４ｍ２は、ありま

せん。 

117 ビニル床シー

ト 

4 94 中段     立上り ビニル床シート張 Ｈ

１００ Ｔ２ 熱溶接工法 マ

ーブル １８．９ｍが計上され

ていますが、図面中に記載が

ありません。施工範囲をご教

示願います。 

Ｂ１階 アンギオ操作室です。

118 ビニル床シー

ト 

4 94 中段     立上り ビニル床シート張 Ｈ

１００ Ｔ２ 熱溶接工法 エ

ポキシ接着剤 マーブル ７

８．１ｍが計上されています

が、図面中に記載がありませ

ん。施工範囲をご教示願いま

す。 

ＷＣ前の洗面コーナーです。

119 ケイ酸カルシ

ウム板 

4 96 下段     天井 ケイ酸カルシウム板Ｔ

６ ４．４ｍ２が計上されてい

ますが、図面中に記載があり

ません。施工範囲をご教示願

います。 

図面が正です。天井 ケイ酸カ

ルシウム板Ｔ６ ４．４ｍ２

は、ありません。 

120 ケイ酸カルシ

ウム板 

4 96 上段     壁 ケイ酸カルシウム板Ｔ６

＋６ ２６．４ｍ２が計上され

ていますが、図面中に記載が

ありません。施工範囲をご教

示願います。 

図面が正です。壁 ケイ酸カル

シウム板Ｔ６＋６ ２６．４ｍ

２は、ありません。 

121 カウンター本

棚 

4 101 下段     １Ｆホール カウンター下部

本棚のＷ寸法が部分詳細図－

６（Ａ８２）ではＷ３１８５、

参考数量内訳書ではＷ１６０

０です。部分詳細図－６が正

しいと考えてよろしいでしょ

うか。 

部分詳細図－６が正です。 

122 通気管・通水管 4 106 下段     地下ピット通気管・通水管の

か所数がピット詳細図（Ａ３

０）と参考数量内訳書で下記

の様に食い違いが見られま

す。ピット詳細図（Ａ３０）

が正しいと考えてよろしいで

しょうか。 

ピット詳細図（Ａ３０）／参

考数量内訳書 

参考数量内訳書が正です。 
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番号 質問項目 
表資 

番号 

○○ 

枚目 

上中 

下段 
- - - - - 質 問 回 答 

通気管Ｌ４５０－６か所／６

か所 

通気管Ｌ６００－無し／８２

か所 

通気管Ｌ８００－１２９か所

／３３か所 

通気管Ｌ１２００－６２か所

／８５か所 

通水管Ｌ４５０－６か所／６

か所 

通水管Ｌ６００－無し／２２

か所 

通水管Ｌ８００－５５か所／

１９か所 

通水管Ｌ１２００－５５か所

／７５か所 

123 背もたれ 4 106 中段     ＨＷＣ 背もたれ（２か所）が

計上されていますが、図面中

に記載がありません。設置場

所をご教示願います。 

図面が正です。ＨＷＣ 背もた

れ（２か所）は、ありません。

 

⑤ 落札者決定基準に関する質問回答 
 

＜なし＞ 

 

⑥ 基本協定書(案)に関する質問回答 
 

番号 質問項目 頁 条 項 号 別紙 - - - 質 問 回 答 

124 押印者 4      基本協定書の乙側の押印者

は、代表企業と構成員であり、

協力企業は含まれないとの理

解でよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

 

⑦ 事業契約書(案)に関する質問回答 
 

番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙 - 質 問 回 答 

125 基本設計図書 7 1 1 1 10  「基本設計図書」は資料２の

「基本計画書」を指すとの理

解でよろしいでしょうか。 

「基本設計図書」とは、【資料

２ 基本設計説明書】を指しま

す。 

126 本件土地 9 1 1 1 33  「要求水準書に記載された●

に該当する土地」の「●」の

内容をご教示ください。 

「…要求水準書に記載された

●に該当する土地をいう。」を

「…要求水準書（【資料１ 実

施設計図書】の現場説明付記

事項）に記載された「工事範

囲」に該当する土地をいう。」

に修正します。 

127 契約保証金 10 2 9 1   契約保証金又はこれに代わる

保証を付す金額として、施設

原案のとおりとします。 



 22

番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙 - 質 問 回 答 

整備費相当の１００分の３０

となっていますが、他の事業

では施設整備費相当の１０／

１００とする事例が多いと存

じます。ついては、本事業に

おいても契約保証金又はこれ

に代わる保証を付す金額を１

０／１００としていただけな

いでしょうか。 

128 設計 12 3 11 10   ＶＥ提案が実施不可能となっ

た事由が、事業者の責めに帰

すことのできない事由の場合

におけるサービス購入費の増

額や引渡日の変更について、

一義的に事業者のリスク負担

とするのではなく、協議事項

としていただけないでしょう

か。 

原案のとおりとします。なお、

番号２１への回答も参照して

ください。 

129 土壌汚染、地中

障害物等 

13 3 13 6   「本件土地に関する調査資料

から確認されない本件土地の

瑕疵、埋蔵文化財の発見等」

とございますが、土壌汚染や

地中障害物もこれに含まれる

との理解でよろしいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

130 近隣対策 16 4 2 23 1   工事に先立ち説明を要する

「近隣住民」とは、どの範囲

までの住民を想定されている

のでしょうか。 

本施設の内容とともに、施工

方法等に基づき、事業者の判

断によるものとします。 

131 大学が別途発

注する備品等 

16 4 2 24 2   「大学が別途発注する備品等

の搬入作業」とございますが、

具体的な備品リストや搬入時

期についてご教示ください。

大学が別途に発注する備品等

の搬入作業（移転業務）とは、

すべての搬入作業のうち、重

量物、大容積物、設備との接

続及び調整が必要なものを中

心に想定しています。なお、

当該搬入作業を実施する時期

等については、番号１への回

答を参照してください。 

132 完成確認通知

書 

18 4 4 31 1   貴大学が完工確認したことの

完工確認書等は引渡予定日ま

でにご発行頂けるとの理解で

宜しいでしょうか。 

金融機関は、施設の完工確認

が実施された完工確認書を確

認した上でプロジェクトファ

イナンスにより融資実行しま

すので、おおよその発行時期

（例：施設引渡しの●日前な

ど）をご教示頂けますでしょ

うか。 

事業契約書（案）第３１条第

１項に記載されている完成確

認等が完了した場合には、速

やかに完成確認書等を交付し

ます。ただし、引渡予定日ま

でに、本施設の完成や維持管

理業務の実施体制の確認又は

事業者による完成図書の提出

がない場合には、引渡予定日

までに完成確認書等を交付す

ることができないことに留意

してください。 
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番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙 - 質 問 回 答 

133 大学による本

施設の完成確

認通知 

18 4 4 31 3   「大学は、第１項の完成確認

書の交付により本施設の設計

及び建設の全部又は一部につ

いて責任を負担するものでは

ない。」とございますが、完成

確認書の交付は要求水準を満

たしていることを前提として

交付されるとの理解でよろし

いでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

134 工期変更等の

場合の費用負

担 

19 4 5 34 1   貴大学の責めに帰すべき事由

による工期変更に伴う増加又

は追加費用の中には金融機関

に支払うブレークファンディ

ングコストや弁護士費用等の

金融費用も含まれるとの理解

で宜しいでしょうか。 

ご理解のとおりです。ただし、

大学が負担する金融費用につ

いては、合理的な範囲に限ら

れることに留意してくださ

い。 

135 建設工事中の

第三者賠償 

19 4 5 35 2   実施方針添付資料２Ｎｏ．１

８では、工事の施工に伴い通

常避けることのできない理由

により生じた第三者への賠償

は、大学のリスク負担となっ

ています。実施方針のリスク

分担と同様に、本事業契約で

も当該リスクは大学負担とし

ていただけないでしょうか。

事業契約書(案)第３５条第２

項については、下記のとおり

修正します。 

記 

２ 事業者が本施設の建設工

事の実施により第三者に損害

を及ぼした場合において、工

事の施工に伴う騒音、振動、

地盤沈下、地下水の断絶等の

理由により生じた損害につい

ては、事業者がその損害を賠

償しなければならない。但し、

工事の施工に伴い通常避ける

ことのできない騒音、振動、

地盤沈下、地下水の断絶等の

理由により生じた損害につい

ては、大学が負担するものと

する。 

136 引渡し遅延に

よる費用負担 

20 4 6 38 1   貴大学の責めに帰すべき事由

により施設の引渡しが遅延す

る場合の増加費用の中には金

融機関に支払うブレークファ

ンディングコストや弁護士費

用等の金融費用も含まれると

の理解で宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。ただし、

大学が負担する金融費用につ

いては、合理的な範囲に限ら

れることに留意してくださ

い。 

137 近隣対策 22 5 1 47 1   「合理的に要求される範囲の

近隣対策を実施する」とあり

ますが、大学側で想定されて

いる事象についてご教示くだ

さい。 

本施設の内容とともに、施工

方法等に基づき、事業者の判

断によるものとします。なお、

事業契約書（案）の関連条項、

要求水準書Ｐ５の「第２章 

施設整備に関する要求水準」、

要求水準書【資料１ 実施設計

図書】の「現場説明付記事項」

についても参照してくださ

い。 
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番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙 - 質 問 回 答 

138 業務報告書 23 5 1 50 4   月報を「作成月の翌月７日ま

で」、半期報告書を「毎年１０

月７日及び４月７日まで」、年

間報告書を「毎年４月７日ま

で」とありますが、提出する

月、年によっては休日が重な

り、作成期間を設けられない

場合が考えられます。「原則」

もしくは「○○営業日」に変

更いただけないでしょうか。

休日等が重なったときなどの

措置として、それぞれの「日

にち」、「月日」の前段に、「原

則として」を加筆修正します。

なお、本条項と同様の他の条

項についても、本趣旨に基づ

いて加筆修正するものとしま

す。 

139 業務報告書提

出時期 

23 5 1 50 4   報告書の提出期限がタイトな

ため、「翌月の７営業日まで」

に変更していただけないでし

ょうか。 

番号１３８への回答と同様と

します。 

140 業務報告書提

出時期 

23 5 1 50 5   報告書の提出期限がタイトな

ため、「１０月及び４月の７営

業日まで」に変更していただ

けないでしょうか。 

番号１３８への回答と同様と

します。 

141 業務報告書提

出 

23 5 1 50 5   半期報告書と年間報告書を同

日に提出いたしますが、下半

期報告書の内容は年間報告書

にも含まれるものであり内容

が重複するため、下半期報告

書の提出を不要としていただ

けないでしょうか。 

原案のとおりとします。ただ

し、「年間報告書」は、全体を

総括した簡潔なものでよいも

のとし、実務上は、当該「年

間報告書」とともに、別途既

に提出を受けている「上半期

報告書」、「下半期報告書」と

を一体のものとして取り扱う

こととします。 

142 業務報告書提

出時期 

23 5 1 50 6   報告書の提出期限がタイトな

ため、「４月の７営業日まで」

に変更していただけないでし

ょうか。 

番号１３８への回答と同様と

します。 

143 第三者に及び

した損害等 

23 5 1 53 2   「維持管理業務に伴い通常避

けることが出来ない騒音」と

ありますが、大学側で想定さ

れている事象についてご教示

ください。 

大学は、本事業の維持管理業

務において、第三者に損害を

及ぼすような騒音等が発生す

る事態を想定していません。

144 維持管理期間

中の第三者賠

償 

23 5 1 53 2   維持管理に伴い通常避けるこ

とのできない理由により生じ

た第三者への賠償は、事業者

は事前に予期できないものと

なります。そのため、このリ

スクは大学負担としていただ

けないでしょうか。 

原案のとおりとします。なお、

番号１４３への回答も参照し

てください。 

145 本施設の修繕 24 5 1 56 1   大学の都合によらない、事業

者が自己の責任と費用におい

て実施する「持管理業務計画

書に記載のない模様替え」に

ついて、大学側で想定されて

いる事象についてご教示くだ

さい。 

事業者は、別段の定めがない

限り、入札説明書等（主に要

求水準書）に示す機能を維持

するための修繕・更新を行う

必要があります。なお、当該

修繕・更新にあたっては、「年

間維持管理業務計画書に記載



 25

番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙 - 質 問 回 答 

のない模様替え」を実施する

必要が生じることも考えられ

ますが、大学は、当該事態を

具体的には想定していませ

ん。 

146 本施設の損傷 24 5 1 56 3   事業者の責めによる本施設の

損傷があった場合、まず国大

協総合保険制度により補てん

を受け本施設の修繕を行い、

その結果として保険料上昇分

を事業者が賠償責任として負

担するという対応は考えられ

ますでしょうか。 

大学は、ご質問にあるような

対応を想定していません。事

業者は、事業契約書(案)第５

３条第１項によりその損害

（本施設の損傷に係る損害）

を賠償することになります。

147 本施設の修繕 24 5 1 56 3   事故もしくは火災等で大学側

が大学側の責任と費用で行う

修繕について、完成図書に変

更が生じた場合は大学側で対

応いただけるとの理解でよろ

しいでしょうか。 

事業者の責めによらない事故

若しくは火災等による損傷の

修繕については、ご理解のと

おりです。 

148 違約金 32 8 2 76 1 1  本施設の引渡し前における契

約解除の違約金として、施設

整備費相当の１００分の３０

となっていますが、他の事業

では、施設整備費相当の１０

／１００とする事例が多いと

存じます。ついては、本事業

においても、違約金を１０／

１００としていただけないで

しょうか。 

原案のとおりとします。 

149 違約金 32 8 2 76 1 2  本施設の引渡し後における契

約解除の違約金として、維持

管理費相当の当該年度総額の

１００分の２０となっていま

すが、他の事業では、維持管

理費相当の当該年度総額の１

０／１００とする事例が多い

と存じます。ついては、本事

業においても、違約金を１０

／１００としていただけない

でしょうか。 

原案のとおりとします。 

150 定期建物賃貸

借契約書 

58  

 

   12 本契約の借受人を付帯事業受

託者としてもよろしいでしょ

うか。 

借受人は、あくまでも事業者

としますが、本契約第１１条

の規定により大学の承認を受

けた場合には、構成員又は協

力会社等に転貸することがで

きるものとします。 

151 貸付期間 58  4   12 「貸付期間は、平成●年●月

●日（工事着工日以前）から

～」とございますが、「貸付期

間は、平成●年●月●日（本

ご理解のとおりです。「貸付期

間は、平成●年●月●日（工

事着工日以前）から…」を「貸

付期間は、平成●年●月●日
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番号 質問項目 頁 章 節 条 項 号 別紙 - 質 問 回 答 

施設の供用開始前）」が正との

理解でよろしいでしょうか。

（本施設の供用開始の日）」に

修正します。 

152 定期建物賃貸

借契約書 

59  6 2  12 「貸付料は毎年改定する」と

ございますが、貸付料の改定

において、改定の基準は何で

しょうか。また、改定の前に、

付帯事業の採算性等の事業者

側の事情を踏まえて大学と協

議させていただけませんでし

ょうか。 

ご質問の前段（貸付料の改定）

については、国の使用料算定

基準を準用し、大学が定める

ものとします。 

ご質問の後段については、付

帯事業の採算性等に十分配慮

するとともに、事前に、事業

者の意見等を聴取するものと

します。 

153 定期建物賃貸

借契約書の書

式 

59 - - 6 2  12 「貸付料は毎年改定する」と

ありますが、付帯事業におけ

る使用料については、収支上

大きく影響し、長期安定運営

のためにも「合理的な範囲」

での改定をお願いします。 

番号１５２への回答を参照し

てください。 

154 貸付料の支払

い 

60  12 1  12 第三者に転貸する場合、貸付

料を転貸した第三者から大学

へ直接支払うことは可能でし

ょうか。 

借受人は、あくまでも事業者

とすることから、大学への貸

付料の支払は、事業者の名義

で行ってください。 

 

⑧ 実施設計図書に関する質問回答 
 

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

155 埋戻し及び盛

土 

特2号 特 記 仕

様書(2) 

土工事 特記仕様書（２）の土工事で

埋戻し及び盛土はＢ種とござ

いますが、敷地内の仮置き場

所が無い為、Ａ種と考えてよ

ろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

156 耐火被覆 特2号 特 記 仕

様書(2) 

7章鉄骨

工事 

耐火被覆材吹付の適用箇所が

柱・梁型と記載がございます

が、該当する範囲が無い為、

不要と考えてよろしいでしょ

うか。 

お考えのとおりです。 

157 木床の材種 特3号 

A77 

特 記 仕

様書(3) 

部 分 詳

細図-1 

1 2 章 木

工事欄

木上框･

畳 敷 き

詳細図

１階Ｍ・Ｗロッカー休養室木

床の材種が特記仕様書（３）

では米桧、部分詳細図－１で

は米栂です。特記仕様書（３）

が正しいと考えてよろしいで

しょうか。 

部分詳細図－１が正です。 

158 庇 外壁部鼻先

化粧形鋼 

A4 

A84 

細 目 Ⅰ

(建 ･医

薬系)P4

3 

外 部 仕

上表 

部 分 詳

細図-8 

外壁欄

庇 詳 細

図 

庇、外壁部 鼻先 化粧形鋼の

断面寸法が部分詳細図－８及

び参考数量内訳書 金属工事 

Ｐ４３では 化粧溝形鋼Ｃ－

３００ｘ９０ｘ９ｘ１３、外

部仕上表・凡例表では化粧Ｈ

鋼です。部分詳細図－８及び

参考数量内訳書 金属工事 Ｐ

部分詳細図－８及び参考数

量内訳書 金属工事が正で

す。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

４３が正しいと考えてよろし

いでしょうか。また、化粧Ｈ

形鋼が正の場合、メンバーを

ご教示願います。 

159 メカニカルバ

ルコニー 手摺 

A4 

A85 

細 目 Ⅰ

(建 ･医

薬系)P4

3 

外 部 仕

上表 

部 分 詳

細図-9 

メ カ ニ

カ ル バ

ル コ ニ

ー欄 

メ カ ニ

カ ル バ

ル コ ニ

ー 詳 細

図 

メカニカルバルコニーの手摺

の断面寸法が部分詳細図－９

及び参考数量内訳書 金属工

事 Ｐ４３では手摺ＦＢ－３

８ｘ１２、支柱２ＦＢ－３８

ｘ１２ ＠１０００、横桟ＦＢ

－２５ｘ８ ２段、外部仕上表

ではＦＢ＋ワイヤーφ６で

す。部分詳細図－９及び参考

数量内訳書 金属工事 Ｐ４３

が正しいと考えてよろしいで

しょうか。また、ＦＢ＋ワイ

ヤーφ６が正の場合、詳細を

ご教示願います。 

部分詳細図－９及び参考数

量内訳書 金属工事が正で

す。 

160 屋外階段手摺 A4 

A28 

細 目 Ⅰ

(建 ･医

薬系)P4

3･44 

外 部 仕

上表 

外 部 階

段 詳 細

図-1 

ド ラ イ

エリア 

屋 外 階

段欄 

階 段 手

摺 詳 細

図 

屋外階段手摺の仕様が外部階

段詳細図－１及び参考数量内

訳書 金属工事 Ｐ４３、４４

ではスチール ＦＢ－３８ｘ

１２ 溶融亜鉛メッキ、外部仕

上表ではステンレス ＦＢ－

１２ｘ４０ ＨＬです。外部階

段詳細図－１及び参考数量内

訳書 金属工事 Ｐ４３、４４

が正しいと考えてよろしいで

しょうか。 

外部階段詳細図－１及び参

考数量内訳書 金属工事が正

です。 

161 エポキシ接着

剤 

A4 外 部 仕

上表･凡

例表 

一 般 共

通 事 項

欄 

内装工事でビニル床シート・

ビニル床タイルのエポキシ接

着剤の範囲で、地下室の記載

がございますが、地下室とは

地下１階・地下２階の全ての

部屋と考えてよろしいでしょ

うか。 

お考えのとおりです。 

162 庇３ A4 

A25 

外 部 仕

上表 

内 部 階

段2詳細

図-2 

Y4通り 庇３の仕様が外部仕上表及び

参考数量内訳書 金属工事 Ｐ

４５ではアルミ製（既製品）、

内部階段２詳細図－２ではＲ

Ｃ庇です。外部仕上表及び参

考数量内訳書 金属工事 Ｐ４

５が正しいと考えてよろしい

でしょうか。 

外部仕上表及び参考数量内

訳書 金属工事が正です。 

163 ブラインド A5~8 

細 目 Ⅴ

(附帯設

備)P238

内 部 仕

上表(1)

~(4) 

各室 ブ

ラ イ ン

ド ボ ッ

クス欄

各室にブラインドボックスの

記載がございますが、ブライ

ンド本体は参考数量内訳書 

附帯設備 Ｐ２３８で計上さ

れている為、本工事と考えて

よろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

164 ブラインド A5~8 内 部 仕

上表(1)

~(4) 

各室 ブ

ラ イ ン

ド ボ ッ

クス欄

ブラインドの仕様及びメーカ

ー名・品番等をご教示願いま

す。 

立川ブラインド パーフェク

トシルキー同等品です。 

165 医療機器吊架

台 

A5 

A81 

内 部 仕

上表(1) 

部 分 詳

細図-5 

B 1 階 ア

ンギオ 

備考欄

B 1 階 ア

ンギオ 

天 井 架

台図 

Ｂ１階アンギオ 備考欄に医

療機器吊架台の記載がござい

ますが、部分詳細図－５ Ｂ１

階アンギオ天井架台図では点

線の図示となっている為、架

台本体は別途工事とし、アン

カーボルトのみ本工事と考え

てよろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

166 地下１階ＭＲ

Ｉ床ビニル床

シートの仕様 

A5 

A101 

内 部 仕

上表(1) 

ｼｰﾙﾄﾞ工

事 詳 細

図-3 

床欄 

D-3断面

詳細図

地下１階ＭＲＩの床ビニル床

シートの仕様が内部仕上表

（１）では耐薬品性、シール

ド工事詳細図－３では帯電防

止です。シールド工事詳細図

－３が正しいと考えてよろし

いでしょうか。 

仕上表（１）が正です。 

167 地下２階通信

機械室・ヘリウ

ム回収室の壁

仕上 

A5 

A31 

A34 

内 部 仕

上表(1) 

B 2 階 平

面 詳 細

図-1 

B 2 階 平

面 詳 細

図-4 

B2階 

X2通り

X6通り

地下２階通信機械室・ヘリウ

ム回収室の壁仕上が内部仕上

表（１）ではコンクリート打

放しＢ種、Ｂ２階平面詳細図

－１・Ｂ２階平面詳細図－４

ではグラスウールです。内部

仕上表（１）が正しいと考え

てよろしいでしょうか。 

内部仕上表（１）が正です。

168 複合フローリ

ング 

A6 内 部 仕

上表(2) 

床欄 １階 Ｍ・Ｗロッカー休養室の

床仕上欄に複合フローリング

ｔ１５と記載がございます

が、材種・表面仕上をご教示

願います。 

ナラ材（ウレタン塗装品）で

す。 

169 ロールスクリ

ーン 

A6 内 部 仕

上表(2) 

1階教務

掛 備考

欄 

１階教務掛 備考欄にロール

スクリーンの記載がございま

すが、メーカー名・品番等を

ご教示願います。 

立川ブラインド ラルク同等

品です。 

170 流し台 A6 内 部 仕

上表(2) 

1 F 給 湯

室 備考

欄 

１Ｆ給湯室に流し台Ｌ１６０

０・吊戸棚の記載がございま

すが、詳細をご教示願います。

クリナップ ＫＫＢ-１５０

Ｍ、ＷＫＫＢ-１５０同等品

です。 

171 ＷＣ床仕上 A6~8 

A43･50･

54･58 

内 部 仕

上表(2)

~(4) 

2階平面

詳細図-

1 

3･4･5階

平 面 詳

細図-4 

床欄 

Y2･X5通

り 

Y3通り･

X8-9間

２～５階 Ｍ・ＷＷＣの床仕上

が内部仕上表（２）～（４）

ではＦＶＳ（１）・ ＨＴの使

い分け、２階平面詳細図－

１・３～５階平面詳細図－４

ではＦＶＳ（１）・ ＶＳ（１）

の使い分けです。２階平面詳

細－１・３～５階平面詳細図

－４が正しいと考えてよろし

いでしょうか。 

２階平面詳細－１・３～５階

平面詳細図－４が正です。 

172 ２階リフレッ A6 内 部 仕床欄 ２階リフレッシュの床仕上が 内部仕上表（２）が正です。
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

シュ床仕上 A45 上表(2) 

2階平面

詳細図-

3 

Y3･X9通

り 

内部仕上表（２）ではＴＣＰ

（２）、２階平面詳細図－３で

はＦＶＳ－（１）です。内部

仕上表（２）が正しいと考え

てよろしいでしょうか。 

173 １階死体保管

庫の壁：ケイカ

ル板 

A6 

A79 

内 部 仕

上表(2) 

部 分 詳

細図-3 

壁･柱型

欄 

W5(片面

ケ イ カ

ル 板 張

り) 

１階死体保管庫の壁：ケイカ

ル板の厚みが内部仕上表（２）

ではｔ６、部分詳細図－３で

はｔ８（凡例Ｗ５）です。部

分詳細図－３が正しいと考え

てよろしいでしょうか。 

部分詳細図－３が正です。 

174 アスファルト

防水立上り 

A6 

A20 

内 部 仕

上表(2) 

断 面 詳

細図-4 

巾木欄

Y 1 ~ 2通

り 

１階死体保管庫・荷受場・ゴ

ミ置場 アスファルト防水立

上りの仕様が内部仕上表（２）

では露出アスファルト防水、

断面詳細図－４ではアスファ

ルト防水（押えコンクリート

有り）です。断面詳細図－４

が正しいと考えてよろしいで

しょうか。 

断面詳細図－４が正です。 

175 流し台 A7 

A103 

内 部 仕

上表(3) 

医 療 機

器･流し

台･実験

台 等 配

置図-2 

試 料 調

整 室 及

び 実 験

室 備考

欄 

3 F リ ス

ト 

３Ｆ プロテミオクス研究セ

ンター 試料調整室及び実験

室 流し台のＷ寸法が医療機

器・流し台・実験台等配置図

－２ではＷ１２００、内部仕

上表（３）ではＬ１６００で

す。医療機器・流し台・実験

台等配置図－２が正しいと考

えてよろしいでしょうか。 

医療機器・流し台・実験台等

配置図－２が正です。 

176 パーティショ

ン 

A7 

A68 

内 部 仕

上表(3) 

建 具 配

置図-2 

一 般 実

験 室 備

考欄 

4階建具

配置図X

7通り 

内部仕上表（３）４階ゾーン

Ｄ一般実験室の備考欄にパー

ティションの記載がございま

すが、建具配置図－２に記載

がありません。不要と考えて

よろしいでしょうか。必要の

場合、パーティションの寸

法・仕様・か所数をご教示願

います。 

お考えのとおり、ご質問のパ

ーティションは不要です。 

177 外壁アルミス

パンドレル頂

部見切縁 

A14 立面図-

1 

北 面 外

壁 

X 8 ~ 9通

り 

１階北面外壁Ｘ８～９通りに

外壁アルミスパンドレルの記

載がございますが、外壁アル

ミスパンドレル頂部～屋根５

笠木（塗膜防水）取合に見切

縁等は必要でしょうか。必要

な場合、仕様・形状をご教示

願います。 

必要です。仕様・形状につい

ては、別図１を参照してくだ

さい。 

178 屋根４、５手摺 A14 

A20 

A82 

細 目 Ⅰ

立面図-

1 

断 面 詳

細図-4 

北 立 面

図 

2F Y4-5

屋根6詳

屋根４、５の手摺のＨ寸法が

立面図－１、断面詳細図－４

及び参考数量内訳書 金属工

事 Ｐ４３ではＨ１１５０、部

立面図－１、断面詳細図－４

及び参考数量内訳書 金属工

事が正です。ただし、屋根６

のみＨ６５０です。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

( 建 ･ 医

薬系)P4

3 

部 分 詳

細図-6 

細図 分詳細図－６ではＨ６５０で

す。立面図－１、断面詳細図

－４及び参考数量内訳書 金

属工事 Ｐ４３が正しいと考

えてよろしいでしょうか。 

179 医ガスボンベ

庫屋根 鉄部塗

装 

A14 

A120 

立面図-

1 

医 ガ ス

ボ ン ベ

庫･自転

車 置 場

詳細図 

西 面 外

壁 

X 2 ~ 3通

り 

１Ｆ医ガスボンベ庫屋根 鉄

部塗装の有無が、立面図－１

では有り（ＤＰ塗）、医ガスボ

ンベ庫・自転車置場詳細図で

は無し（溶融亜鉛メッキ）で

す。医ガスボンベ庫・自転車

置場詳細図が正しいと考えて

よろしいでしょうか。 

医ガスボンベ庫・自転車置場

詳細図が正です。 

180 屋外階段中央

壁 

A14 

A29 

立面図-

1 

外 部 階

段 詳 細

図-2 

Y 3 ~ 4通

り間 

西面1F~

5F 

屋外階段中央壁の仕上が立面

図－１ではフッ素樹脂撥水材

吹付（凡例③）、外部階段詳細

図－２ではＤＰ塗です。立面

図－１が正しいと考えてよろ

しいでしょうか。 

立面図－１が正です。 

181 ＤＳ－ＯＡ内

壁 

A15 

A85 

立面図-

2 

部 分 詳

細図-9 

南北面 ＤＳ－ＯＡ内壁の仕上が立面

図－２ではフッ素樹脂撥水材

吹付（凡例③）、部分詳細図－

９では打放し仕上です。部分

詳細図－９が正しいと考えて

よろしいでしょうか。 

部分詳細図－９が正です。 

182 外壁アルミカ

ットパネル下

地 

A17 断 面 詳

細図-1 

X10通り

2FL-800

断面詳細図－１でＸ１０通り

 ２ＦＬ－８００部分に外壁

アルミカットパネル下地 Ｃ

－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．

３の記載がございますが、Ｃ

－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．

３の取付ピッチをご教示願い

ます。 

ピッチは＠９００です。 

183 目隠しボード A17 

A90 

断 面 詳

細図-1 

サ ッ シ

詳細図-

1 

東 立 面

図2FL部

ACWタテ

断 面 詳

細図 

ＡＣＷ－０１の目隠しボー

ド：珪酸カルシウム板の厚み

が断面詳細図－１ではｔ６、

サッシ詳細図－１ではｔ８で

す。断面詳細図－１が正しい

と考えてよろしいでしょう

か。 

断面詳細図－１が正です。 

184 二重壁内防水 A18 断 面 詳

細図-2 

C断面詳

細図 

D断面詳

細図 

二重壁内床防水の仕様が断面

詳細図－２ Ｃ断面詳細図で

は地下１階・地下２階アスフ

ァルト防水、断面詳細図－２ 

Ｄ断面詳細図では地下１階ア

スファルト防水、地下２階塗

膜防水です。断面詳細図－２ 

Ｃ断面詳細図が正しいと考え

てよろしいでしょうか。 

Ｐ２実験室１、２に関して

は、防水仕様ではないため、

２重壁内部側溝部のみ塗膜

防水です。 

185 床増打部補強 A21 断 面 詳ピ ッ ト 床天端増打部の補強筋として お考えのとおりです。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

筋 細図-5 ・ドライ

エ リ ア

床部 

Ｄ１０＠２００シングルクロ

スが必要と考えてよろしいで

しょうか。 

186 ドライエリア

排水溝 

A21 断 面 詳

細図-5 

B2FL 断面詳細図－５ ドライエリ

アに排水溝（Ｗ１５０）の記

載がございますが、仕上は防

水モルタル金鏝と考えてよろ

しいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

187 庇３ A25 内 部 階

段2詳細

図-2 

Y4通り 庇がＲＣ庇の場合、庇３の表

面仕上は天端：塗膜防水、見

付・軒天井：フッ素樹脂撥水

材吹付と考えてよろしいでし

ょうか。 

ご質問の庇は、アルミ製（既

製品）です。番号１６２への

回答と同様趣旨です。 

188 屋外階段手摺 A28 外 部 階

段 詳 細

図-1 

A部詳細

図 

B部詳細

図 

屋外階段手摺 支柱ブラケッ

トの寸法が外部階段詳細図－

１ Ａ部詳細図ではＰＬ－１

００ｘ１９、外部階段詳細図

－１ Ｂ部詳細図ではＦＢ－

１４０ｘ１９です。外部階段

詳細図－１ Ａ部詳細図が正

しいと考えてよろしいでしょ

うか。 

外部階段詳細図－１ Ａ部詳細

図が正です。 

189 コンクリート

打放型枠種別 

A30 ピ ッ ト

詳細図 

ピ ッ ト

内 人 通

口･通水

管･通気

管詳細

ピット詳細図人通口・通水

管・通気管詳細でコンクリー

ト打放しのままと記載がござ

いますが、型枠種別はＣ種と

考えてよろしいでしょうか。

お考えのとおりです。 

190 間仕切内グラ

スウール充填 

A31~58 各 階 平

面 詳 細

図 

備考 各階平面詳細図でＷ〇〇＋

Ｇ：Ｇはグラスウールｔ５０

（３２Ｋ）充填とする。と記

載がございますが、端部四周

にはシーリング処理が必要と

考えてよろしいでしょうか。

お考えのとおりです。 

191 建具寸法 A31~58

A70 

A71 

A72 

各 階 平

面 詳 細

図 

建具表-

2 

建具表-

3 

建具表-

4 

寸法欄

平 面 詳

細図 

下記建具の寸法が建具表寸法

欄と平面詳細図とで一致しま

せん。建具表寸法欄が正しい

と考えてよろしいでしょう

か。 

建具表寸法欄／平面詳細図 

ＡＷ－０１Ｗ５１２０／Ｗ５

１５０ 

ＡＧ－０２Ｗ２３５０／Ｗ２

２００ 

ＳＤ－２２Ｗ１２００／Ｗ１

１００ 

ＳＤ－１２（内部）Ｗ１２０

０／Ｗ６００ 

ＡＷ-０１、ＡＧ-０２、ＳＤ

-２２は建具表寸法欄が正で

す。ＳＤ-１２（内部）は平

面詳細図が正です。 

192 ＡＬＣ間仕切 A32 B 2 階 平

面 詳 細

図-2 

X3･Y4通

り 

発電機室・給気チャンバー取

合に間仕切凡例Ｗ９（ＡＬＣ

間仕切）の記載がございます

Ａ-１９図を参照してくださ

い。（階高５５００-スラブ厚

１５０-床高２００-ＲＣ腰
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

が、階高が５．５ｍある為中

間繋ぎが必要と思われます。

中間繋ぎ受け鉄骨のメンバー

をご教示願います。 

壁１５０＝５０００） 

ＡＬＣ間仕切りパネルｔ=１

００、Ｌ５０００、支点間距

離４５００です。（上部取付

は梁より支持してくださ

い。） 

193 地下１階保管

庫床ピットの

仕上 

A37 B 1 階 平

面 詳 細

図-3 

X8-Y1通

り 

地下１階保管庫にピットＦＬ

－５００の記載がございます

が、仕上をご教示願います。

合成樹脂塗床Ｂです。 

194 建具寸法 A38 

A74 

B 1 階 平

面 詳 細

図-4 

建具表-

6 

LS D -3 5

寸法欄

B 1 階 平

面 詳 細

図-4 X9

-Y3通り

Ｂ１階飼育室１に取付くＬＳ

Ｄ－３５のＷ寸法が建具表－

６ではＷ１８００、Ｂ１階平

面詳細図－４ではＷ１６００

です。建具表－６が正しいと

考えてよろしいでしょうか。

Ｂ１階平面詳細図－４が正

です。 

195 地下１階飼育

室溜め枡の仕

上 

A38 

A77 

B 1 階 平

面 詳 細

図-4 

部 分 詳

細図-1 

飼 育 室

部分 

排 水 溝

詳細図

地下１階飼育室１～４に溜め

枡３００×３００×Ｈ２００

の記載がございますが、仕上

は側溝（部分詳細図－１ 排水

溝詳細図より）と同様に防水

モルタルと考えてよろしいで

しょうか。 

Ａ７７図の溜め桝詳細図を

参照してください。 

196 建具寸法 A40 

A70 

1階平面

詳細図-

2 

建具表-

2 

建 具 形

状 及 び

記号欄

ＡＷ－１２のＷ寸法が姿図の

割付寸法合計ではＷ７８８

４．８、合計寸法欄ではＷ７

９５５です。１階平面詳細図

－２でＷ７９５５と記載があ

る為、Ｗ寸法はＷ７９５５と

考えてよろしいでしょうか。

お考えのとおりです。 

197 沓拭マット A42 1階平面

詳細図-

4 

X10･Y3~

4通り 

風除室１前に沓拭マット（ス

テンレス）の記載がございま

すが、メーカー名・品番等を

ご教示願います。 

杉田エース(株)ＳＵＳグレ

ーチングマット同等品です。

198 沓拭マット A42 1階平面

詳細図-

4 

X10･Y3~

4通り 

沓拭マット下 水抜パイプの

仕様及び径をご教示願いま

す。 

ＶＰ６５です。 

199 ２階便所前廊

下２壁仕上 

A43 

A62 

2階平面

詳細図-

1 

展開図-

3 

Y2通り

X4-5間

２階便所前廊下２（Ｙ２通り

Ｘ４－５間）の壁仕上が２階

平面詳細図－１ではＣＬ

（３）、展開図－３ではＥＰで

す。展開図－３が正しいと考

えてよろしいでしょうか。ま

た、正しい場合はＡ３９にあ

る１階便所前廊下も同仕上と

考えてよろしいでしょうか。

２階平面詳細図－１が正で

す。 

200 流し前の壁仕

上 

A45 2階平面

詳細図-

3 

Y2通り ２階平面詳細図－３で調剤室

Ａ 領域２－１に流し台の記

載がございますが、流し前の

壁仕上をご教示願います。 

ＥＰです。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

201 ＷＣ壁小口仕

上 

A50･54･

58 

3･4･5階

平 面 詳

細図-4 

X8･Y3通

り 

３～５階 Ｍ・ＷＷＣに壁小口

の図示がございますが、小口

枠は必要ですか。必要な場合、

仕様をご教示願います。 

不要です。 

202 ハト小屋壁 A59 

A83 

A86 

R階平面

図 詳 細

図 

部 分 詳

細図-7 

部 分 詳

細図-10 

RFL Ｒ階ハト小屋壁仕上が部分詳

細図－７では塗膜防水、部分

詳細図－１０では複層塗材Ｅ

です。Ｒ階ハト小屋壁仕上の

使い分け範囲は、外周廻りハ

ト小屋壁仕上を塗膜防水、Ｙ

３－Ｘ４～６通り間、Ｘ５－

Ｙ１～２通り間のハト小屋壁

仕上を複層塗材Ｅと考えてよ

ろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

203 防火性能 A68 

A71 

建 具 配

置図-2 

建具表-

3 

建 具 配

置図-2 

X2通り

AD-16ガ

ラス欄

ＡＤ－１６の防火性能の記載

がございませんが、建具配置

図－２及び建具表－３のガラ

ス仕様より防火設備と考えて

よろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

204 ガラス A70 建具表-

2 

AW-20ガ

ラス欄

AW-32ガ

ラス欄

ＡＷ－２０・３２のガラス欄

にＬｏｗ－Ｅ５＋Ａ６＋Ｐ

５、北側はＰ５＋Ａ６＋Ｐ５

と記載がございますが、北側

にＡＷ－２０・３２がありま

せん。ガラス：Ｐ５＋Ａ６＋

Ｐ５は不要と考えてよろしい

でしょうか。 

お考えのとおりです。 

205 防鳥網 A70 建具表-

2 

AW-07建

具 金 物

欄 

ＡＷ－０７の建具金物欄にＳ

ＵＳ防鳥網の記載がございま

すが、姿図よりガラリ無しの

為、不要と考えてよろしいで

しょうか。 

お考えのとおりです。 

206 ガラリ寸法 A70 建具表-

2 

AW-31･3

2ガラリ

欄 

建 具 形

状 及 び

記号欄

ＡＷ－３１・３２の欄間部ガ

ラリのＨ寸法が建具表－２ガ

ラリ欄ではＨ３８５、建具表

－２建具形状及び記号欄では

Ｈ２３５です。建具表－２ガ

ラリ欄が正しいと考えてよろ

しいでしょうか。 

建具表－２ガラリ欄が正で

す。 

207 ガラス A70 

A90 

建具表-

2 

サ ッ シ

詳細図-

1 

AW-01ガ

ラス欄

ア ウ ト

リ ー チ

エ リ ア

部 サ ッ

シ 詳 細

図 

ＡＷ－０１のガラス仕様が建

具表－２では強化ガラスｔ１

２、サッシ詳細図－１ではフ

ロートガラスｔ１２です。建

具表－２が正しいと考えてよ

ろしいでしょうか。 

建具表－２が正です。 

208 額縁仕様 A70 

A90 

建具表-

2 

サ ッ シ

AW-01建

具金物

ア ウ ト

ＡＷ－０１の額縁仕様が建具

表－２ではアルミ、サッシ詳

細図－１ではスチール ＳＯ

建具表－２が正です。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

詳細図-

1 

リ ー チ

エ リ ア

部 サ ッ

シ 詳 細

図 

Ｐです。建具表－２が正しい

と考えてよろしいでしょう

か。 

209 ガラリ寸法 A71 建具表-

3 

AD-11ガ

ラリ欄

建 具 形

状 及 び

記号欄

ＡＤ－１１の欄間部ガラリの

Ｈ寸法が建具表－３ガラリ欄

ではＨ３８５、建具表－３建

具形状及び記号欄ではＨ２３

５です。建具表－３ガラリ欄

が正しいと考えてよろしいで

しょうか。 

建具表－３建具形状及び記

号欄が正です。 

210 建具寸法 A71 

A73 

A74 

A75 

建具表-

3 

建具表-

5 

建具表-

6 

建具表-

7 

寸法欄

建 具 形

状 及 び

記号欄

下記建具の寸法が建具表寸法

欄と建具形状及び記号欄とで

一致しません。建具表寸法欄

が正しいと考えてよろしいで

しょうか。 

建具表寸法欄／建具形状及び

記号欄 

ＡＤ－１１Ｈ２７８５／Ｈ２

７００ 

ＳＤ－５５Ｗ１６８５／Ｗ１

６８０ 

ＬＳＤ－２０Ｈ２４８５／Ｈ

２５００ 

ＬＳＤ－４３Ｈ２６８５／Ｈ

２７００ 

ＬＳＤ－５２Ｈ２４８５／Ｈ

２５００ 

ＬＳＤ－５４Ｈ２４８５／Ｈ

２５００ 

ＬＳＤ－２３Ｗ１６００／Ｗ

１８００ 

ＳＤ-５５は建具表寸法欄が

正です。 

ＡＤ-１１、ＬＳＤ-２０、Ｌ

ＳＤ-４３、ＬＳＤ-５２、Ｌ

ＳＤ-５４、ＬＳＤ-２３は建

具形状及び記号欄が正です。

211 扉表面仕上 A72 建具表-

4 

SD-12建

具 仕 上

欄 

SD-36建

具 仕 上

欄 

ＳＤ－１２（内部）・ＳＤ－３

６の扉仕上がＤＰと記載がご

ざいますが、内部建具の為、

ＳＯＰと考えてよろしいでし

ょうか。 

お考えのとおりです。 

212 ガラス A73 建具表-

5 

SW-01ガ

ラス欄

ＳＷ－０１のガラス仕様が不

明です。フロートガラスｔ５

と考えてよろしいでしょう

か。 

お考えのとおりです。 

213 ガラス A73~75

A92 

建具表-

5~7 

L S D ･S D

詳細図 

ガ ラ ス

欄 

LSD引戸

姿図 

SD･LS D

開 戸 姿

図 

下記建具の明採窓ガラス仕様

がＦ（型板ガラス）ｔ５及び

Ｐ（フロートガラス）ｔ５と

記載がございますが、ＬＳ

Ｄ・ＳＤ詳細図（参考図）よ

り全てスリガラスと考えてよ

ろしいでしょうか。 

ＳＤ－４４、ＬＳＤ－２・３・

建具表ガラス欄が正です。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

１２・２０・２１・２６・３

９～４３・４５ 

ＬＳＤ－４７～５２・５２’・

５６・５６’・６１・６３・７

０ 

214 額窓の有無 A74 建具表-

6 

LS D -3 6

ガ ラ ス

欄 

建 具 形

状 及 び

記号欄

ＬＳＤ－３６が建具表－６ガ

ラス欄でガラスの記載がござ

いますが、建具形状及び記号

欄では額窓有り及び額窓無し

の２種類があり、額窓の有無

が不明です。額窓無しと考え

てよろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

215 建具寸法 A75 建具表-

7 

LS D -6 4

寸法欄

建 具 形

状 及 び

記号欄

ＬＳＤ－６４のＷ寸法が建具

表－７建具形状及び記号欄で

はＷ７００、建具表－７寸法

欄ではＷ８００です。建具表

－７建具形状及び記号欄が正

しいと考えてよろしいでしょ

うか。 

建具表－７寸法欄が正です。

216 ＯＡフロア下

床仕上 

A77 部 分 詳

細図-1 

O A フ ロ

ア 詳 細

図 

ＯＡフロア下床に防塵塗装は

必要ですか。必要な場合、仕

様をご教示願います。 

ご質問の防塵塗装は不要で

す。 

217 床畳下地の仕

様 

A77 

A81 

部 分 詳

細図-1 

部 分 詳

細図-5 

木上框･

畳 敷 き

詳細図

押 入 詳

細図 

１階Ｍ・Ｗロッカー休養室床

畳下地が部分詳細図－１では

木下地、部分詳細図－５では

ポリスチレンフォームｔ２５

下地です。部分詳細図－１が

正しいと考えてよろしいでし

ょうか。 

Ａ７７図が正です。 

218 地下１階ＭＲ

Ｉ室配線ピッ

ト 

A77 

A101 

部 分 詳

細図-1 

シ ー ル

ド 工 事

詳細図-

3 

配 線 ピ

ット(MR

I･CT室･

ア ン ギ

オ) 

配線ピット詳細図にＭＲＩ・

ＣＴ室・アンギオの記載がご

ざいますが、シールド工事詳

細図－３ではＭＲＩに配線ピ

ットの記載はありません。Ｍ

ＲＩに配線ピットは不要と考

えてよろしいでしょうか。ま

た、ＭＲＩに配線ピットが必

要な場合、施工範囲をご教示

願います。 

お考えのとおりです。 

219 配線ピット蓋

の表面仕上 

A77 部 分 詳

細図-1 

配 線 ピ

ット(電

気室) 

配線ピット蓋の仕様がＣＨＰ

Ｌ－ｔ４．５と記載がござい

ますが、表面仕上をご教示願

います。 

溶融亜鉛メッキです。 

220 天井内ダクト

補強 

A81 部 分 詳

細図-5 

軽 鉄 天

井 下 地

開 口 補

強詳細

天井内 設備ダクト部分に補

強金物の記載がございます

が、Ｗ寸法及び施工範囲をご

教示願います。 

設備図を参考の上、必要な箇

所に設置してください。 

221 カウンター下

部本棚 

A82 部 分 詳

細図-6 

1階ホー

ル カウ

ン タ ー

１階ホール カウンター下部

本棚 棚板の仕様が１階ホー

ル カウンター下部本棚詳細

１階ホール カウンター下部

本棚詳細図（断面図）が正で

す。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

下部 本

棚 詳 細

図 

図（断面図）ではメラミン化

粧板、１階ホール カウンター

下部本棚詳細図（立面図）で

はポリ合板です。１階ホール 

カウンター下部本棚詳細図

（断面図）が正しいと考えて

よろしいでしょうか。 

222 屋根２下地金

物 

A83 部 分 詳

細図-7 

RFL 屋根２アルミパネルの下地金

物Ｌ－５０ｘ５０ｘ６の取付

ピッチが、部分詳細図－７左

下図及び参考数量内訳書 金

属工事 Ｐ４１、４２では取付

ピッチ９００、部分詳細図－

７右下図では取付ピッチ４５

０です。部分詳細図－７左下

図及び参考数量内訳書 金属

工事 Ｐ４１、４２が正しいと

考えてよろしいでしょうか。

部分詳細図－７左下図及び

参考数量内訳書 金属工事が

正です。 

223 庇 外壁部鼻先

 化粧形鋼 

A84 部 分 詳

細図-8 

継 ぎ 目

詳細図

目地部にシーリング（ｔ１０）

の記載がございますが、シー

リング（ｔ１０）の目地ピッ

チをご教示願います。 

Ａ-１７図を参照してくださ

い。＠３５００内外です。 

224 自在ドレイン A85 部 分 詳

細図-9 

ゴ ミ 置

場 詳 細

図 

ゴミ置場屋根に自在ドレイン

の記載がございますが、径を

ご教示願います。 

φ６５です。 

225 ゴミ置場屋根 A85 部 分 詳

細図-9 

Y 0 ~ 1通

り 

ゴミ置場屋根 折板葺用タイ

トフレーム受鉄骨のメンバー

が、部分詳細図－９ゴミ置場

詳細図左図ではＣ－６０ｘ３

０ｘ１０ｘ１．６、部分詳細

図－９ゴミ置場詳細図Ａ部詳

細ではＣ－６０ｘ３０ｘ１０

ｘ２．３です。部分詳細図－

９ゴミ置場詳細図Ａ部詳細が

正しいと考えてよろしいでし

ょうか。 

部分詳細図－９ゴミ置場詳

細図Ａ部詳細が正です。 

226 ライニング前

補強板の仕様 

A87 

A88 

部 分 詳

細図-11 

部 分 詳

細図-12 

H B 詳 細

図 

部分詳細図－１２でライニン

グ前壁補強板の仕様にＳＵＳ

ｔ＝１．５と記載がございま

すが、身障者用手摺壁下地補

強と同様に亜鉛鉄板ｔ１．６

と考えてよろしいでしょう

か。 

お考えのとおりです。 

227 洗面カウンタ

ー 

A88 

細 目 Ⅰ

(建 ･医

薬系)P1

02 

部 分 詳

細図-12 

洗 面 カ

ウ ン タ

ーＡ・B

詳細図

部分詳細図－１２で洗面カウ

ンターＡ、Ｂの記載がござい

ますが、カウンターの仕様は

参考数量内訳書よりメラミン

ポストフォームと考えてよろ

しいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

228 ステンレス床 A101 シ ー ルD-3断面 シールド工事詳細図－３ 断 お考えのとおりです。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

プレート 細 目 Ⅰ

(建 ･医

薬系)P1

08 

ド 工 事

詳細図-

3 

詳細図 面詳細図にステンレス床プレ

ート（メーカー支給）の記載

がございますが、寸法及びか

所数は参考数量内訳書 ユニ

ット及びその他工事 Ｐ１０

８よりＷ２００×Ｄ６００ 

４か所と考えてよろしいでし

ょうか。 

229 手術台 A102 

A105 

医 療 機

器･流し

台･実験

台 等 配

置図-1 

医 療 機

器 リ ス

ト-1 

B2Fリス

ト 

手 術 台

参考図

 

Ｂ２Ｆ Ｐ２実験室１・２・Ｏ

Ｐ室に手術台の記載がござい

ますが、医療機器リスト－１

で手術台が抹消されている

為、手術台は別途工事と考え

てよろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

230 ステンレス流

し台 

A102 

A108 

細 目 V

(附帯設

備)P241

医 療 機

器･流し

台･実験

台 等 配

置図-1 

流し台･

実 験 台

詳細図-

2 

B1Fリス

ト 

ス テ ン

レ ス 流

し 台 詳

細図 

Ｂ１Ｆ中央材料室 ステンレ

ス流し台（区分番号８）のＷ

寸法が医療機器・流し台・実

験台等配置図－１ではＬ２０

００、流し台・実験台詳細図

－２及び参考数量内訳書 ３．

実験流し台 Ｐ２４１ではＬ

３０００です。流し台・実験

台詳細図－２及び参考数量内

訳書 ３．実験流し台 Ｐ２４

１が正しいと考えてよろしい

でしょうか。 

流し台・実験台詳細図－２及

び参考数量内訳書 ３．実験

流し台が正です。 

231 自転車置場床 A120 自 転 車

置 場 詳

細図 

B-B断面

図 

自転車置場の床は土間コンク

リート（強度Ｆｃ１８・Ｓ１

５）と考えてよろしいでしょ

うか。 

お考えのとおりです。 

232 大梁ネジ鉄筋

適用範囲 

S7 

S41･S42

ネ ジ 節

鉄 筋 定

着 金 物

標 準 配

筋図 

Y 2 通 り

架 構 配

筋図1･2 

2FL~RFL ２階～Ｒ階まで大梁端部のネ

ジ鉄筋の長さは定着金物から

継手位置（圧接）迄と考えて

よろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

233 柱符号の相違 S12~20

S29 

各 階 伏

図 

軸組図8 

X2･Y2通

り 

X2･Y3通

り 

柱符号が軸組図８（Ｘ２通り

軸組図）ではＣ２、各階伏図

ではＣ２Ａです。各階伏図が

正しいと考えてよろしいでし

ょうか。 

各階伏図が正です。 

234 小梁符号Ｂの

リスト 

S15 

S36 

B 1 階 柱

壁1階梁

床伏図 

小梁､床

版､壁リ

X 7 ~ X 9

間･Y0~Y

1間 

X 5 ~ X 6

間･Y4~Y

小梁Ｂのリストをご教示願い

ます。 

Ｂ０です。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

スト 5間 

235 １階梁の天端

レベル 

S15 

S23~26

S29~33

B 1 階 柱

壁1階梁

床伏図 

軸組図 

1 F 梁 天

端 

１階梁天端レベルがＢ１柱壁

１階梁床伏図と軸組図で相違

していますが、軸組図を正と

考えてよろしいでしょうか。

軸組図が正です。 

236 ＰＣ小梁符号

ＰＢ４Ｂのリ

スト 

S16 

S46 

1階柱壁

2階梁床

伏図 

P C 大 梁

リスト1 

X 6 ~ X 7

間･Y2~Y

3間 

ＰＢ４Ｂのリストをご教示願

います。 

部材寸法及び配筋はＰＢ４

と同じです。 

237 ＰＣ小梁配置 S16 

S45 

1階柱壁

2階梁床

伏図 

PC大梁K

EYPLAN 

X 4 ~ X 5

間･Y2~Y

3間 

１階柱壁２階梁床伏図ではＰ

Ｃ小梁の記載がございます

が、ＰＣ大梁ＫＥＹＰＬＡＮ

図では記載がありません。１

階柱壁２階梁床伏図が正しい

と考えてよろしいでしょう

か。また、ＰＣ大梁ＫＥＹＰ

ＬＡＮ図が正しい場合、ＲＣ

小梁の符号をご教示願いま

す。 

１階柱壁２階梁床伏図が正で

す。 

238 構造スリット

範囲 

S23 

S26 

軸組図2 

軸組図5 

Y 1 通 り

軸組図

Y 4 通 り

軸組図

軸組図２のＹ１通りに構造ス

リットが必要と思われます。

納まりを軸組図５のＹ４通り

に倣うと考えてよろしいでし

ょうか。 

お考えのとおりです。 

239 梁増打 S29 軸組図8 1F､Y0~Y

1通りな

ど 

２００ｍｍを超える梁増打の

配筋は下記としてよろしいで

しょうか。 

通し筋－Ｄ１６＠３００ 

スターラップ筋－梁と同径同

ピッチ 

腹筋－Ｄ１０＠３００ 

お考えのとおりです。 

240 屋上水勾配 S29 

A19 

軸組図8 

断 面 詳

細図-3 

屋上 屋上水勾配の梁天端レベルは

軸組図８では梁天端レベルＦ

Ｌ±０（勾配増打有り）、断面

詳細図－３では梁天端レベル

ＦＬ＋０～１８０（勾配増打

無し）です。軸組図８が正し

いと考えてよろしいでしょう

か。 

軸組図８が正です。 

241 耐圧盤鉄筋 S36 小梁､床

版､壁リ

スト 

床 版 断

面 リ ス

ト 

耐圧盤ＦＳ１の版厚が１００

０ｍｍの為、幅止め筋Ｄ１０

＠１０００が必要と考えてよ

ろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

242 壁筋定着要領 S37 配 筋 詳

細図1 

ド ラ イ

エリア､

地 下 外

壁 配 筋

図 

壁符号ＢＷ６５Ａ，ＢＷ６５

Ｂの外側縦筋の定着は礎盤天

端までとしてよろしいでしょ

うか。 

お考えのとおりです。 



 39

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

243 工事用地西側

の既設マンホ

ール 

S52 S M W ･乗

入 構 台

平 面 図

( 参 考

図) 

左下 工事用地西側の既存マンホー

ルについて、「ＳＭＷ施工時は

マンホール底まで窄孔掘削を

行い、マンホールを現しとし、

掘削底からＳＭＷの施工を行

うこと。」と記載されています

が、現地でマンホールが確認

できません。マンホール及び

マンホールに接続する配管等

の資料をいただけないでしょ

うか。 

Ａ-１２６図に記載の場所に

既存マンホールがあります。

マンホールに接続する配管

等は、Ｅ-１８１図を参照し

てください。 

244 医療用アース 特記 

E50 

特記､接

地 線 系

統図(1) 

 医療用アースが見当たりませ

んが「今回の建屋用途が病院

ではないので不要」、という解

釈でよろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

245 高圧引込 E65 

E175 

幹線･動

力設備 

地下1階

配線図 

 既存棟から受け入れる高圧引

き込みルートですが、Ｙ０通

り側（新設カルバート側）と

Ｙ４－５間側と２つございま

す。どちらが正でしょうか。

Ｙ４－５通り側が正です。 

246 火災報知設備 E153 自 動 火

災 報 知

設備 凡

例･注記 

 火災報知設備において、外部

への移報やりとりが見受けら

れませんが不要と考えてよろ

しいでしょうか。 

別図２の通り追加します。 

247 盛替工事 E176 構 内 配

電 線 路

図(2) 

 既存棟内配線及び既存棟間ケ

ーブルの盛替工事が多々ござ

いますが、各々の手順、タイ

ミング等、工程の基本的な方

針をご教示願います。 

手順については、 

南部特高変電所フィーダー

盤（Ａ-１３､Ｂ-１３）設置

後、新設高圧ケーブル敷設を

行い、各建物を無停電切替に

て、ループ配線の盛替を行い

ます。 

タイミング、工程等は大学の

監視職員との協議を行うも

のとします。 

248 既存受変電室

改修 

E177 

E188 

E189 

受 変 電

設備 単

線 結 線

図･電気

室 詳 細

図 他 

 既存受変電室改修にともなう

停電作業が発生しますが、仮

設電源対応などバックアップ

内容が不明につき見積出来ま

せんので、今回は全停電時に

バックアップは不要と考えて

よろしいでしょうか。その他、

既存インフラ停止に伴う仮設

対応など図面が添付されてい

ないものは共通と考えます。

お考えのとおりです。 

249 空調設備 M特1 

A05 

特 記 仕

様書(1) 

内 装 仕

上(1) 

 地下２階、地下１階の飼育室

及びＯＰ室においては「じん

あい測定」をすることになっ

ておりますが、清浄度の指示

は無いとの理解でよろしいで

しょうか。建築仕上げをみま

ＡＣＵ-Ｂ２-１、Ｂ１-１、

Ｂ１-２系統及び地下１階Ｏ

Ｐ室については、ＩＳＯクラ

ス８（クラス１００,０００）

程度とし、じんあい測定を行

うものとします。 
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

すと、飼育室は天井材が有孔

ＦＫになっている上、天井裏

にグラスウール敷となってお

り、じんあい及びバイオハザ

ードに対する配慮がなされて

いないように見受けられま

す。よって、仮に清浄度を設

定されましても性能が担保出

来ないものと思慮します。 

250 空調設備 M6 

M160 

空 調 設

備 機 器

表(1) 

 ＭＲＩ用の空冷チラー容量が

機器表では５０ｋｗ、ＭＲＩ

仕様書では６３ｋｗと相違が

ございます。Ｍ－６図が正と

の認識でよろしいでしょう

か。 

Ｍ－６図が正です。 

251 空調設備 M6 空 調 設

備 機 器

表(1) 

 ＳＰ－１ 太陽光集熱パネル

付属品の空冷式放熱器です

が、メーカーリストに記載の

どのメーカーも対応不可との

回答でした。製造業者・参考

型番等をご教示願います。 

空冷式放熱器については、井

上ヒーター(株)又はユアサ

商事(株)より選定してくだ

さい。 

252 空調設備機器 M7 空 調 設

備 機 器

表(2) 

右下 外気温湿度条件表に８時間系

統と２４時間系統の記載がご

ざいますが、８時間稼働する

居室と２４時間稼働する居室

が解る資料（部屋名ごとに稼

働時間が解る一覧表等）をご

提示ください。 

Ｍ－８～１３図によるもの

とします。 

253 空調設備 M11 

A07 

機 器 表

(6)内装

仕上(3) 

 ４階、５階特別実験室は、建

築図では【クリーンルーム】

という表記となっております

が、空調設備図では一般的な

天井カセット型エアコンであ

りクリーンルーム仕様となっ

ておらず、清浄度指定もござ

いません。よって、当該実験

室はクリーンルームではない

との理解でよろしいでしょう

か。 

お考えのとおりです。 

254 空調設備 M29 

M36 

空 調 設

備R階平

面図 

 屋上に熱源配管類が密集しま

すが、配管架台など屋上スラ

ブ面から立ち上げると後々防

水補修の施工が難しくなりま

す。それを回避するため、配

管用の基礎をスラブから直接

立ち上げる必要がございます

が、本事業ではこのような対

応をしなくてもよろしいでし

ょうか。 

基礎を直接スラブより立ち

上げる必要はありませんが、

極力、将来の防水改修に配慮

してください。 

255 自動制御設備 M68 自 動 制 ヘリウム回収装置制御盤及び ヘリウム回収装置盤の警報
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

M153 

M157 

御設備 

中 央 管

理 点 一

覧表(4) 

高圧蒸気滅菌装置に警報が見

当たりませんが、中央監視警

報として発報させなくてよろ

しいでしょうか。 

は別途工事とし、高圧蒸気滅

菌装置の警報は一括警報に

て中央監視装置に取り込む

こととします。 

256 自動制御設備 M68 

M158 

中 央 管

理点 一

覧表(4) 

 Ｍ１５８図以降の医療器具類

は、警報類を中央監視へ出さ

ないと考えてよろしいでしょ

うか。現在中央監視に点数が

ございません。 

お考えのとおりです。 

257 給排水設備 M118 給 排 水

衛 生 ガ

ス設備 

配 管 系

統図 

 給水設備において、既存井水

管より分岐の井水を主に使用

する計画となっております

が、飲用可であり衛生器具類

に適合した水質であると判断

してよろしいでしょうか。 

お考えのとおりです。 

258 給排水設備 M131 給 排 水

衛 生 ガ

ス設備 

外構図 

 上水、井水、は不断水工法や

既存バルブからの分岐取り出

しの計画となっているため、

既存建屋が断水するなどの支

障はないものとして見積を致

しますがよろしいでしょう

か。支障がある場合は、仮設

対応内容をご教示願います。

お考えのとおりです。 

259 屋外排水 M133 給 排 水

設備 屋

外 排 水

平面図 

 排水を仮設汚水槽へ接続替え

する際、排水系統にある既存

建屋を断水できるものと考え

てよろしいでしょうか。仮設

対応する為の仮設図がありま

せんが断水出来ない場合はイ

ンバート桝内改修が出来ませ

ん。 

お考えのとおりです。ただ

し、施工時期については調整

を行い、極力短時間での計画

としてください。 

260 特殊ガス設備 M156 特 殊 ガ

ス設備 

屋 外 配

管 平 面

図 

 ヘリウムは既存配管から分岐

取り出しとなっております

が、既存建屋へのヘリウム供

給がいったん停止することが

予想されます。仮設対応の図

面がないため、仮設対応無し

との認識でよろしいでしょう

か。 

お考えのとおりです。ただ

し、施工時期については調整

を行い、極力短時間での計画

としてください。 

261 共通管理室の

使用 

A-10 B 1階 ･ 1

階 平 面

図 

 平成２６年２月１０日公表の

要求水準書（案）に関する質

問回答ＮＯ３４において、資

機材や消耗品を保管する倉庫

や、清掃員の更衣室や休憩室

として共通管理室の一部を提

供することも可能とあります

が、共通管理室以外に清掃用

倉庫として貸与いただける諸

室は他にはないのでしょう

か。 

共通管理室以外の貸与スペ

ースは想定しておりません。
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

262 清浄度    本物件に於いて清浄度につい

ての資料を頂戴しておりませ

んが、清浄度測定・クリーン

清掃費及び該当区域系統ダク

トのシール工事等の費用に影

響しますので、清浄度につい

ての資料をご提示願います。

ＡＣＵ-Ｂ２-１、Ｂ１-１、

Ｂ１-２系統及び地下１階Ｏ

Ｐ室については、ＩＳＯクラ

ス８（クラス１００,０００）

程度とします。 

263 内部仕上 共通   設備図面の部屋名の直天部分

と建築内部仕上表が異なって

おります。建築内部仕上表を

正と考えてよろしいでしょう

か。 

建築内部仕上表が正です。 

264 ダクト材質 M特2 特 記 仕

様書(2) 

 ダクト材質の項目においてFE

-B2の系統はSUSと特記に記載

されておりますが、FE-B2-1、

2、FE-B1-1～4のファン材質が

耐食仕様のダクトは亜鉛度鉄

板と考えてよろしいでしょう

か。 

Ｍ－特２図、Ｍ－１８図の記

載どおりとします。 

265 排気ファン M特3 

M56 

特 記 仕

様書(3) 

空 調 換

気設備R

階 平 面

図 

 R階平面図にドラフト用排気

ファン設置参考図が記載され

ていますが、この参考図通り

に送風機の付属品として対応

できる製造業者がM-特3記載

の製造業者リストにありませ

ん。製造業者リスト以外のド

ラフト用排気ファンで見積し

てよろしいでしょうか。 

Ｍ-特３記載の製造業者の

他、協和加工(株)又はセイコ

ー化工機(株)より選定して

ください。 

266 換気設備機器 M14 換 気 設

備 機器

表(1) 

 HEU-1-3が天吊埋込形と記載

されておりますが、平面図で

はカセット形となっておりま

す。平面図を正と考えてよろ

しいでしょうか。 

平面図が正です。 

267 換気設備機器 M14 換 気 設

備 機器

表(1) 

 HEU-B1-1、HEU-3-1がカセット

形と記載されておりますが、

平面図ではダクト形となって

おります。カセット形と考え

てよろしいでしょうか。ダク

ト形の場合は制気口の仕様及

びサイズをご指示下さい。 

ダクト形とします。制気口は

Ｍ－４６図（Ｂ１休憩室）、

Ｍ－４７図（３会議室（西））

に記載のとおりとします。 

268 換気設備機器 M17 

M50 

換 気 設

備 機 器

表(4) 

空 調 換

気設備5

階 平 面

図 

 地下1階 洗浄室排気系統のCA

V-B1-102が機器表に表記され

ておりません。機器の能力・

仕様をご提示下さい。 

Ｍ－１６図に記載のとおり

とします。 

269 既存水質監視

制御 

M92 自 動 制

御 設 備

既 存 水

 既存水質監視制御盤につい

て、改造工事の具体的な工事

内容をご指示下さい。 

Ｍ－９２図に記載のとおり、

監視ポイントの追加および

サマリグラフ表示ソフトウ
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番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

室 監 視

装 置 改

修図 

ェアの更新です。 

 

⑨ その他に関する質問回答 
 

番号 質問項目 - - - - - - - - 質 問 回 答 

270 現場着工時の

地盤レベル 

- - - - - - - - 現場着工時の敷地内地盤レベ

ルが分かる図面をいただけな

いでしょうか。 

Ａ-１２６図を参照してくだ

さい。 

271 設備用梁貫通

孔施工か所 

- - - - - - - - 地中梁・ＲＣ梁別に径毎の設

置か所数をご教示願います。

電気設備では、梁貫通は特に

ありません。 

機械設備では、 

【地中梁】１００φ(１２２

ケ所)、１２５φ(５５ヶ所)、

１５０φ(１６５ヶ所) 

【ＲＣ】１００φ(１１０ヶ

所)、１２５φ(１７ヶ所)、

１５０φ(７ヶ所)、１７５φ

(６ヶ所)とします。 
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入札説明書等に関する追記事項 
 

 

１ 入札説明書Ｐ４９・５０の「注意書」を下記のように修正します。 

 

＜修正前＞ 

※ 標準仕様の一部を取止めて、付帯事業のために付加される範囲がある場合は、当該取止めた範囲

に相当する施設整備業務に係る費用は、本事業のサービス購入費に含めない。 
 

※ 上記(1)から(3)の共通事項 

 

＜修正後＞ 

※３ 標準仕様の一部を取止めて、付帯事業のために付加される範囲がある場合は、当該取止めた範

囲に相当する施設整備業務に係る費用は、本事業のサービス購入費に含めない。 
 

上記(1)から(3)の共通事項（※１、※２） 

 

 

 

２ 入札説明書Ｐ４６に下図を追記します。 

 

ＶＥ提案のイメージ 
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３ 要求水準書Ｐ２１の「2) 薬学部総合研究棟」、「3) 薬学部本館（薬学部別館を含む。）」を下記のよ

うに変更します。 

 

＜変更前＞ 

2) 薬学部総合研究棟 

・ １階の 終退館扉の警備（ 終退館扉よりの不正侵入等、フラッシュライト設置を含む。） 

・ 火災報知器の発報に基づく火災の警備 

3) 薬学部本館（薬学部別館を含む。） 

・ 薬学部本館１階の事務室（約１６０㎡）、管理室・休憩室（約４０㎡）及び薬学部別館１階の事

務室（約６０㎡）の警備（窓及び扉（ 終退室扉を含む。）等の開口部よりの不正侵入等、 終退

室扉のフラッシュライト設置を含む。） 

・ 薬学部本館１階事務室内の重要備品（書庫等３点）の警備（移動・開扉等の不正接触等） 

・ 火災報知器の発報に基づく火災の警備 

・ エレベータ閉じ込め通報に基づく警備 

 

＜変更後＞ 

2) 薬学部総合研究棟 

・ フラッシュライトの設置 

・ 火災報知器の発報に基づく火災の警備 

3) 薬学部本館 

・ 薬学部本館１階の事務室（約１６０㎡）、事務室（約６０㎡）、管理室・休憩室（約４０㎡）の警

備（窓及び扉（ 終退室扉を含む。）等の開口部よりの不正侵入等、 終退室扉のフラッシュライ

ト設置を含む。） 

・ 薬学部本館１階事務室内の重要備品（書庫等３点）の警備（移動・開扉等の不正接触等） 

・ 火災報知器の発報に基づく火災の警備 

・ エレベータ閉じ込め通報に基づく警備 
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立上天端まで塗膜防水
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質問番号177
別図１



新日本設備計画株式会社

京都大学(南部)医薬系総合研究棟

図面名称

設計業務名

設計番号

縮尺 図面番号種別

平成　　年   月   日

整理番号

26

設計年月日 年度

3

工　事　名　称　

京　都　大　学　施　設　部

課　　長

平成　　年　　月　　日26
枚の内

号5

課長補佐 設　　計

京都大学（南部）医薬系総合研究棟

部　　長

E

施設整備事業

新営(設備)設計業務
掛　　長

E-

181

181

A1:1/800

A3:1/1600

構内通信線路図（１）

立上げ・素通し・引下げ

記号凡例

記　号 名　称

注記

露出配管配線

1. 図中　　　　　は、共同溝を表す。

構内通信線路図（１）S=1/800

構内通信線路図

（２）参照

EM-CCP-AP0.5-10P（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

PEC0.5-200P     （既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

（既設共同溝内）

以降構内通信線路図(2)

総合研究棟B1階平面図参照

EM-SM-20C（既設FEP管内）

EM-SM-20C（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

以降構内交換・構内情報通信網設備

Ｂ１階平面図参照

地中埋設配管配線

ケーブル配線

プルボックス （WP：防水型）

既設ハンドホール

2. 図中　　　　　は、未舗装部分掘削範囲を示す。

3. 特記なき地中埋設配管は、GL-300とする。

新設共同溝

EM-CEE-S2°-5C（既設FEP管内）

EM-SM-20C     （既設FEP管内）

EM-CEE-S2°-5C（F･FEP30）

pH計盤

（機械工事）

既設ハンドホール穴あけ

（50φ×1）

EM-CEE-S2°-5C（既設FEP管内）

既設P.B

EM-CEE-S2°-5C（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

既設P.B

既設水質監視装置制御盤（機械工事）

（既存建屋2階監視室内）

EM-CEE-S2°-5C（F･FEP30）

EM-CEE-S2°-5C（G28） 新設P.B100×100×100(SUS,WP)

更新を行う。（入退室管理設備仕様書参照）

既設総合研究棟入退室管理システムの

ＬＡＮ

EM-GI-6C （既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

EM-GI-6C      （既設FEP管内）
中央監視

ＬＡＮ

pH計

EM-GI-6C （既設FEP管内）

ＬＡＮ

ケーブル表示札

Ｂ－Ｂ断面図　S=1/50 Ｃ－Ｃ断面図　S=1/50

新設共同溝詳細図

Ａ－Ａ断面図　S=1/50

ケーブルラックZ35-300A（高圧）

ケーブルラックZ35-300A（弱電）

ケーブルラックZ35-300A（弱電）

（カバー付き）

ケーブルラックZ35-300A（高圧）

ケーブルラックZ35-300A（弱電）

P.B400×400×300（SUS,WP）

ケーブルラック（将来スペース）

ケーブルラックZ35-300A（高圧）

ケーブルラックZ35-300A（弱電）

S=1/100

既設ケーブルラック

ケーブルラック（将来スペース）

ケーブルラックZ35-300A（高圧）

ケーブルラックZ35-300A（弱電）

ケーブルラック（将来スペース）

ケーブルラックZ35-300A（弱電）

MDFL

MDFB2J-1

pH計盤

L

既設B1-OT

MDF

既設MDF

IDF 既設IDF

MDF

既設MDF

既設外来診療棟

（B2階通信機器室）

既設北病棟

（B1階）

医薬系総合研究棟

既設薬学総合研究棟

（B1階通信機器室）

吉田南・医学部構内

既設自動電話庁舎

既設水質監視

装置制御盤

既設実験排水貯留槽

RS

RS-IY-B-1

RS

既設RS盤

PEC0.5-200P

EM-CCP-AP0.5-10P

（有線用電話）

（PHS用回線）

EM-GI-6C

中央監視

EM-SM-20C

（LAN）

EM-CEE-S2°-5C

（pH計）

構内通信線路系統図

集中検針

集中検針

中央監視

集中検針

中央監視

集中検針

有線用電話

PHS用回線

EM-HP1.2-3P     （既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）自火報

※医薬系総合研究棟より医学部表門衛所まで

　火災代表表示用EM-HP1.2-3Pを見込むこと。

　・医薬系総合研究棟内（1階中継器盤RS-1より）

　　EM-HP1.2-3P（ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線）約95.0m

　・共同構内→医学部表門衛所まで

　　EM-HP1.2-3P（ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線）約400.0m
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0055
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別図２



新日本設備計画株式会社

京都大学(南部)医薬系総合研究棟

図面名称

設計業務名

設計番号

縮尺 図面番号種別

平成　　年   月   日

整理番号

26

設計年月日 年度

3

工　事　名　称　

京　都　大　学　施　設　部

課　　長

平成　　年　　月　　日26
枚の内

号5

課長補佐 設　　計

京都大学（南部）医薬系総合研究棟

部　　長

E

施設整備事業

新営(設備)設計業務
掛　　長

E-

182

182

構内通信線路図（２）

B1階平面図 S=1/400

S=1/100通信機器室　機器配置図

以降構内通信線路図（１）参照 EM-SM-20C（既設FEP管内）

B1-OT

光端子盤

EM-SM-20C（既設管内）

電話用端子盤8

同上用 ups

基幹ノード(K7) KUINS　Ⅱ

5

6

7

3

4

2

機器リスト

光端子盤

番号

1

名称 備   考

既設

同上用 Batt

同上用 Batt

同上用 ups

基幹ノード  KUINS　Ⅲ

B1T-2

B1-OT

既設

既設

既設

既設

既設

既設

トレー増設の上接続

既設光端子盤（B1-OT）改修図

トレー増設（１段）

Ｂ２Ｆ通信機器室　機器配置図

今回追加

MDF-外

添付ケーブル

（予備スペースに接続）

EM-CCP-AP0.5-10P

（既設ケーブルラック上）

既設 PEC0.5-800P(既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ)

自動電話庁舎へ

（既設ケーブルを使用）

至る吉田南・医学部構内

既設ＩＤＦに接続

PEC0.5-200P（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

（B1階天井内）

EM-CCP-AP0.5-10P（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

EM-CCP-AP0.5-10P（既設ケーブルラック）

（外来診療棟B2階平面図参照）

既設 PEC0.5-800P(80)

（既設ケーブルを使用）

（B1階天井内）

構内通信線路図

（１）参照

外来診療棟B2階平面図

総合研究棟B1階平面図

S=1/400

既設無線系交換機

S=1/100、S=1/400

構内通信線路図（２）S=1/800

トレー増設（１段）

総合研究棟B1階平面図、外来診療棟B2階平面図

１．吉田南・医学部構内の自動電話庁舎内、既設電話交換機に

注　記

　　今回工事（医薬系総合研究棟）用、デジタル内線（有線用）

　　インターフェイス用パッケージ（１６回線／１枚）を１０枚

　　既設ユニットに追加を行う。（データー設定及び試験調整含む）

１．既設無線系交換機に予備回線に、今回工事（医薬系総合研究棟）用

注　記

　　ＰＨＳアンテナ回線の接続を行う。

　　（ＰＨＳアンテナ４台分）

　　（データー設定及び試験調整含む）

EM-CCP-AP0.5-10P（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

PEC0.5-200P     （既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

（既設共同溝内）

有線用電話

PHS用回線

EM-CCP-AP0.5-10P（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

PEC0.5-200P     （既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）

（既設共同溝内）

有線用電話

PHS用回線

PHS用回線

PHS用回線

有線用電話

PHS用回線

(LAN)

(LAN)

EM-HP1.2-3P     （既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）自火報

EM-HP1.2-3P     （既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）自火報

EM-HP1.2-3P（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）自火報

EM-HP1.2-3P（既設ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ）自火報

EM-HP1.2-3P（既設FEP管内）自火報

既設受信機接続




